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学校再開に向けて
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羞豆頁言

学校長山田隆

あの忌まわしい阪神淡路大震災から、早6ヶ月が経過しました。長かったようでもあり

短かったようにも思えます。

本校にも犠牲者が出ました。将来を展望し、希望に燃えて入学しながら青雲の志半ばに

責い命を奪われた商業科一年の梁取由香さんの無念さを思うとき、沈痛の念極まれりであ

ります。彼女の意志を継いでクラスメートが、学年が、意義ある学園生活を送って欲しい

ものです。

貴い多くの命と物をなくしてしまいました。再び蘇ることのない余りにも大きすぎる痛

手であります。

あの濃い緑の山々、色鮮やかな港の海、一度は住んでみたい、訪ねてみたい街神戸を標

榜して街づくりを推進してきましたが、壊滅的な打撃で頓挫してしまいました。

より早い復興で、コンベンション、ファッション、スポーツ、アーバンリゾート都市が

待たれるところであります。

今回失くしたものは測り知れません。しかし、得たものも大であります。

この震災を通して私達は、大自然の脅威と人力の空しさを肌で感じさせられました。し

かし、人のこころは回復いたしました。家族の絆、地域の連帯、災害に偏える心構え、危

機管理の態勢と敬えあげればきりがありません。マイナス分を凌駕して、この生きた教訓

を糧にしてプラスに変換しなければなりません。

しかし、現実を見ますと、極めて厳しいものがあります。実験実習ができない、体育実

技ができない、全校集会ができない。

本来伸び伸びした学校生活を生徒達は切望しているに達いありません。不自由を言動に

出さずに明る＜振る舞ってくれている姿を見るにつけ、ほっと安心はするものの、なんと

か一刻も早い復旧を痛感いたします。その意味でも、 BEAUTIFUL,BRIGHT, BRILLIANT の

3Bを提唱するわけです。

早い復旧を、とは言ったものの、それだけでわが神港の将来があるのかを考えるとき、

一抹の不安がよぎります。近隣の県立高校に比して遜色の無い立派な学校に復興しなけれ

ばなりません。一方、少子化の波は拭えず生徒減は必至であります。第二学区として在る

べき姿を見据え、理想の市立高校実現に向けて邁進しなければなりません。

終わりに当たり、避難住民の方々と長期にわたって拘って下さいました教職員の方々、

そして、この集録編集にこ‘‘尽力いただきました関係の各位に深甚の謝意を表し巻頭のこと

ばといたします。

鸞
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まとめしこ寄迂て
前神港高等学校校長福尾康之

このたび、神港高校から、今回の大震災への学校としての経過をまとめるので一文を寄
せるようにとの連絡を受けました。しかし、この要請に応えることは、私としてはいささ
か気が重いことです。というのは、今回の大地震がもたらした諸々の出来事が余りにも大
きくかつ強烈だったので、情けないことですが、昂ぶるであろう感情をおさえて冷静に語
ることが未だしこできないでいるのです。それともうひとつは、当時の責任者であった私が
現在も大変な忍従を強いられておられる先生方や神港生の前にもういないという後ろめた
さがあるからです。
しかし、ここでその償いの気持ちと、今一度、当時献身的なご苦労をいただいた方々に
感謝の意を表する機会を与えられたものと思い、心に残っていることなどを断片的に順不
同で記させていただきます。

1．何といっても、つい思い出すことは、神港生1名と、 3名の先生のご家族が、 6千人
にのぽる犠牲者の中に含まれていたという大変悲しい出来事です。お母さんと一緒に亡く
なられた梁取さんのお父さんが会葬者への挨拶で、 「こんな悲しいことはありません。」
と言って絶句されたときは、全員涙しました。世の無常を感じると共に、自分の今後の生
き方についても考えさせられました。

2.次に、地震直後から、いろいろな関わりで悩まされたり助けられたりして、今も頭の
片隅から離れないものに、マスコミの功罪があります。
地震当日は、続々つめかけてくる避難者への対応、急病人の医療機関への連絡や搬送、
夜が更けるにつれ、火の手が次第に迫ってくる中、 800人を越す避難者の更なる避難対
策と、矢つぎばやの対応に追われ続けました。幸いどうにか類焼を免れ、夜が明ける頃、
初めての弁当が届いたので、昨日から飲まず食わずだった避難者に配ることになりました。
そこで、中庭に机を出し、 5列に並んでもらいました。そして整然と弁当を配ることがで
きましたが、不眠不休の疲れた身体に鞭打ちながらてきぱきと適切な指示をして、この場
を見事に乗り切った本校職員の方々、それに、何人もの人が手を合わせながら弁当を受け
取っていく姿が、今も目に焼き付いて離れません。これは日頃生徒を指導している学校だ
からできたことであり、決して誰にでもできるといったものではないと確信しています。
このことが、以後の学校と避難者との関係を決定づけ、食料や物資の配布がさして混乱な
くできた理由の一つではないかと思います。それから、何か予期せぬ事が起こった時には
初動がいかに大切であるかのよい見本だと思います。
ところで、この時、たまたま火災の現場を取材にきていたある放送局のカメラマンが、
弁当の配布の状況も撮影していましたが、テレビでは、避難者のうちたった 1人が、思い
違いから本校職員に文句をつけているところだけを放映した上、避難者に対応している先
生は素人だから避難所が混乱しているといったようなコメントまで入っていたので、みん
な大変憤慨しました。そこで私は早速ディレクターをよんで厳しく注意しましたが、マス
コミでは、編集者の意図で真実がいとも簡単に歪曲されてしまうことを改めて認識しまし
た。
最近の報道でも、どうも釈然としないものがあります。それは学校が避難所になってい
ることを8月20日をもって原則的に解消するとの方針が当局により打ち出されたことに
対するもので、マスコミ全般の報道の視点が、もっばら避難者の側からのみに終始した余
りにも一面的なものであるということです。確かに個々人の避難者の方にはそれなりの事
情があることは承知していますが、一方では、学校における教育活動がいかに大切である
かということ、全国の生徒に互していけるだけの力をつけさせることの必要性などが完全
に抜け落ちているように思われます。
しかし、マスコミは利用の仕方によってはとても役に立つということも分かりました。
地元のテレビ局は生徒への連絡にとても協力してくれましたし、又ある局は何か必要なも
のはないかとわざわざ尋ねてくれ、灯油とストープがなくて困っていると伝えたところ、
その翌日にはもう大量のものが、ある団体から届けられ、大いに助かりました。
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3.学校にとって最も大切なことである授業の再開に向けての取り組みは、実に大変でし
た。
まず生徒の安否と所在の確認が第一と、まだ全員の先生が揃わない中で、避難者への対
応に回ってもらう先生を除いた方々で手分けして行われました。自宅が壊れている先生も
夜遅くまで足を棒にして生徒宅やあちこちに点在する避難所を回っていただきましたが、
さぞわが子を思う気持ちに似たものだったことでしょう。
生徒への連絡が大体つくようになって、神戸電鉄が不通の中、とりあえず学校の状況や
今後の見通しなどを連絡するために本校と兵商に分けて生徒を召集しましたが、予想以上
に多くの生徒が登校したのでほっとしたことを覚えています。
この状況に勇気を得て、神鉄が長田駅まで開通した段階で、変則ながら授業を再開しま
したが、倒壊危険校舎の解体工事のため授業中断のやむなきにいたり、誠にやりきれない
思いでした。
また、地震による損傷を受けた校舎等の使用可否についての市教委の通知が二転三転し
授業に閃なりの支障が出たことは残念でした。多くの専門家が何回も調査に訪れながら肝
心な点での決断が下されなかったことに大しては、怒りを通り越して、諦めに似た境地に
なりました。
その他、授業再開について議論した際、通学路の安全性が云々されましたが、危険一杯
のこの世の中で、危険を予測して避ける能力を身につけさせる指導をする良い機会として
とらえる議論がなかったことに不思議さを覚えました。

4．学校が、避難所としての果たすべき役割については、今後の議論を待たなければなら
ないでしょう。とにかく学校は、現実には長期間にわたって多くの避難者を受け入れ、計
り知れないほどの貢献をしてきたといえるでしょう。関係機関はもとより、多方面から感
謝されもしています。しかし、念を押しておきたいことは、今回やってきたことは全く人
道的な立場からであるということです。なぜなら、学校は避難所としての機能も性格も何
一つ備えていませんでした。緊急避難という従来想定されてきた避難所の概念を完全に越
えた行為を黙々とやってきたのです。
本校でも次々に湧き出てくる全く新しい問題に、その場その場で即時に対処していかね
ばなりませんでした。ただ幸いなことは、前にも申しましたように学校と避難者との関係
が初めからうまくいきましたし、先生方の適切な指導によって避難者の自治組織も育って
いきました。卒業式を、避難場所となっている本校体育館で、教職員と生徒全員が力を合
わせ、避難者の協力を得て成し遂げられたことは長く語り継がれることでしょう。
また、避難者の中に本校の卒業生が何人かいて、当初、水も出ない便所の処理を率先し
てやってくれた姿は忘れられないものとなると共に、本校はやっぱり地元の学校であり、
この会下山から離れられないなと思いました。

またまだ、思い起こせはボランティアのことや、炊き出しなど各地からの温かい物的、一
人的支援のことなどいろいろと思い出されますが、どうもよくまとまりません。
そして、教職員の皆さん方に多大のこ迷惑をおかけしたにもかかわらず、いろいろとお
助けいただいことに、心より厚く御礼申し上げ、駄文を終えることとします。
有難うございました。

』 鳥一-9-
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震災から学校再開にむけて

震災から早半年が過ぎました。その間、本校でも様々な状況下で避難者の皆さんや、生

徒達が生活を送ってきましたが、教職員も全力で学校再開に向けて取り組んできました。

まだまだ多くの問題が残されていますが、震災から 3月末までの経過を中心に学校日誌

に基づいてまとめてみました。又多くの教職員・生徒の作文も随所に掲載しています。こ

の激動の半年をじっくり振り返ってみたいと思います。

1震災後の主な経過 I

四都市立高等学校生徒指導連絡協議会発表より（内田先生）

町曜 1 月

12（木）～16（月）2年修学旅行（スキー）

11火 5:46 大震災(800~900名の避難者）

lt水

lf木檬員会議

2（金 生徒点うンテげ数名活動開始 電気復旧

~1 土 避難所回り（安否確認） I 京大医療チーム診療 仮設トイレ2眉位〖

22 日 ＂山恭t字医舟チーム(8名1チーム、2交§鵠）
2~ 月 職員会議生徒点うンテ17募集 市内小中高再開 うどん炊き曲し柔道9復素校

24 火 生徒朽`ノティ7組織 〗U者名青作咸（選員者約500名）

25 水 配炊き曲し

26 沐 宮絨県自屑息医息チーム 〖汁炊き出し

21 金 生徒わうティ7班分け ぜんざい•さつま汁炊き飢

餃土 檬員•避難者禾うンティ 7打ち合わせ（争校請I：肩サて） 〖役トイレ39追加（計99)原大目E車悶バンク§!

29日 うどん炊き飢

30 月 朦員•避難者禾うンティ 7打ち合わせ JR須磨～神戸闘

31 火戟員会議（躾郎：向けて）たたみ移動
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2 月 3 月

1水 たたみ移動、避難者を体育館棟ヘ l水 1•2年9:30登校教室の机・イス移動

2木 生徒登校(13:00)今後OB9椋I:兵籟（翡者11350名 ：木 ↑ 

3合 臼合 I 

咄l± 検査の結果本館使用禁止 4土 I学年末考査

5日 食堂に本部移設 し←日 I 水道一時通水

（月 生徒登校 (10:00)集会・似•大雌 ｛月 iグう‘／ド酋辛分1：仮殴t舎建位月柑 （水道9多t位go方再伶止：

7火 授業開始(40X3)肩覧筋肛 戦紐まで闘 部活動再開 （生釦点うンテ汀衷賃難）

2 部授業 (2年10:00~ 1 年 13:00~) 1火

8水 ↑ 8水

臼；： 職員会議 1中館解体工事 f木

l（金 Iの為授業中止 1( 金

11土 I 印観まで雌 11 土

12日
＇ 

12 日

13 月情報処理科推薦入試 13 月 進級認定会議 神港高通水

14 火授業再開(2部授業）10:00~13:00~ 酎急三含～王子公園雌

生徒点う万17解散 14 火

15 7.1< 1•2年 1: も 10:00 より 40x3晨 1 !: 水 雑登即入試会場準備 B本赤t＄医翻靱

(1年雄 2年戟） l { 沐入学者選抜検査 地下伏三宮・旧長11l伶直

16 沐 断然甘4001'.{柑入 卒稟認定•D月打定会且 地下飴簾閥 17 I金

17 金 3年登校日 （断長田・ J:沢•こ宮Iii遍：l t 土 合否判定会議

l i 土 1 £ 日 神港験員炊き出し・交流会

l｛日 20 月 終業式合格発表 （翡者iり250名

2(日

21火

22 水 載員会議全校集会（庄俎I：日びか1}）（翡者~300 名， 3/31（金）地下鉄上沢駅停車

23 木 考査時間割発表精甜：削て保打ち合bせ 4/ 1(±) J R東海道線開通（濶～住吉）

24[金 4/ 8（土）山陽新幹線開通

25 土 本信HR屠室I:［倍甘搬入本信〇楓•イスを肩信へ名傷 4/10（月）始業式（本校グランド東半分）

2€ 日 体育信〗〖者を本億へ＄傷（約200名） 入学式（悼戸粒員〖絹固等竿校）

27 日 箪農式予行・表；；式(1•2年代~) t:.tlt400＆量A（〗位昴I) 4/11（火）ガス開通

28 火 卒業式本信から体育信へ翡者雑(1・2年靱）
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[1復興への日々J 谷口睦緒

1月17日（火）
早朝5時46分に起こった大地震、前日寝つきがどうも悪く、午前4時すぎにやっと就
寝した直後、ベッドで大きな揺れを感じた。体は何度も宙に浮き、上からは整理、洋服箪
笥が倒れて、頭に軽い打撲を受ける。一瞬「天井が落下してきた。人間はこうして死んで
しまうか」と思いながら揺れを感じ続けていた。しかし何とか箪笥を押しのけて窓を開け
てみた。外の風景は地獄だった。木造家屋は押し潰され，粉塵がもうもうと舞い上がり、
一瞬暗黒の世界のように思えた。急いでドアを開け、外に出てみた。暗闇の中、あまり(J)
風景に唖然とした。多くの人々が逃げ出し、助けを求める声。そんな中私達夫婦も着のみ
着のまま、車へ急いだ。やや時間をおいて、近所の人々の安否の声や倒壊家屋から救助を
求める声がしていた。私達は人命救助どころか、恐怖のあまり車で近くの公園に逃げるの
がやっとだった。その後、約2時間ほど余震に怯えながら明るくなるのを待った。
7時過ぎ、やっと自宅に帰り、身支度を整え最低限必要なものを車に積み込み神港高校
へと急いだ。自宅（中央区下山手通り）から湊川までの山手線は比較的被害は少なく思え
た。しかし湊川以西に来ると、あまりの被害の大きさに驚くはかりで、この地震の大きさ
を再ひ感じさせられた。学校は中館に大きな被害があったが、思ったほどでもなく、一安
心だった。その後、管理員の各務さんと話をした後、帰宅した。 （この日数人の先生方も
心配のあまり学校に来られている。）帰宅後、家の中の片付けと思いながらも、何から手
をつけてよいかもわからずただ呆然としていた。
夕刻になり、家の中にいるのも恐ろしく、車の中で休んでいたが、寒くもなり、 「学校
へ行ってみるか」と二人で歩きだした。学校へ行く途中松本通り辺りで火の手が上がって
いたので大変だと思いながらもすぐ鎮火するだろうと考えながら黙々と歩いた。学校へ看
いて愕然とした。それは何百人という地域の人々が体育館や本館一階廊下に避難をされ、
暗闇の中、まさに戦場のようであった。また、松本通り 5丁目付近の火の手は止まず、西
ヘ西へと、拡大してきていた。学校では校長、教頭、事務長、山本、杉浦、西村、各務、
そして私達二人が緊急時に備えて結果的に宿直をせざるを得なかった。その間に、火の手
が猛烈な勢いで西へ進み，大きな爆音と共に火の粉が夜空に舞っていた。私は、 「今、あ
の火の中に本校の生徒がいるのではないか」と心を傷めながら、真っ赤な夜空をただ見て
いるしかなかった。

1月18日（水）

とうとう、夜中の1時過ぎには本校の東，数十メートルまで火の手が迫り、 「学校が危
ない」との状況下、校長を中心に話し合いが行われ、様々な意見があったが、最終的に本
館教室の東側の窓が割れた時点で避難者に学校から西門の外へ逃げてもらうことに決定し
た。 （避難していただく場所すらない状況なのだが）すぐに数人で体育館からグランド・
西門への経路を確保した。その頃、消防隊の方々の努力が実り始め，新湊川から水を引く
くことに成功，やっと放水が始まった。

［神戸市消防局予防課編集の「雪」より］
ーーー。火の手が延びる西には避難所の神港高校がある。ここは何が何でも守らねば
ならないという指示が飛ぶ。＿＿―-豊富な水を求めて新湊川へ。会下山公園の裏手を神
港高校までのホースラインを設定する。
「西側の兵庫面校に避難しようという意見が強く、お年寄りを多数抱えている私ども
は判断に困っています」と神港高校の職員から避難者へのアドバイスを求められる。
——神港高校の体育館の中は真っ暗で、隣の人の顔すら全く見えなかった。しかし、人
のざわめきから避難者でき・っしり埋まっていることを知った。 「兵庫消防署です」か
すれた声だが、大きな声がでた。----「眠れぬ夜をお過ごしでしょうが—ーー」から、
「神港高校を死守いたします」まで一気にしゃべった。 「消防さん、がんばってね」
「頼むぞ。消防さん」励ましの言葉と拍手を背にして、高校を後にした。
ホースが延長されてきた，水圧も徐々に上がってきた。火災はまだ少し先にあり

飛び火もなさそうだ。—-----18 日 0 時。ようやく火勢と消防力が均衡する。延焼、を
をくい止めるとその余勢で火災を鎮火させた。 3時であった。
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午前4時過ぎ、我々の心配も取り越し苦労に終わり、何とか学校の大惨事は免れること
が出来たことに胸を撫で下ろした。私達二人もとりあえず一旦帰宅し、車中で仮眠、夜が
明けると再び学校へ向かった。
学校では避難者が増え続けていた。ガス•電気・水道というライフラインがすべてマヒ
した中、学校として何ができるのか—ーー。
午前10時頃、昼食の弁当500食分が届き、子供、年寄りを中心に配布をしようとし
たが、すでに昨日の早朝から食料のない状態が続いており、配布方法で不満者もおり、少
し騒然となった。その状況がTBS報道で全国へ流される。我々としても精一杯努力した
が、避難者の方々も平常心の状態に程遠く、私達にも精神的余裕もなくトラプルが起こっ
たものと考えられる。
夕方にはカンバンが届いたが避難者の空腹を満足させることはできないものだった。電
気のない暗闇の中、校長室、事務室でロウソクの火を頼りに数人の教職員が避難者、面会
者への対応に追われた。

生徒の作文より
「私の目にした光景」 [2/6作文］

神戸市立神港高等学校 八木優子

つい前日まで、修学旅行の電車の中だったのが、私の中で見違えるほど状況が変わ
った。
「ドーン」と一人で寝ていた部屋が響き渡った。その瞬間、私はすぐに目を覚まし
辺りを見回した。すると今まで体験したことのない、遊園地で乗ったもの（名前は忘
れた）に似ていたけれども、そんなものとは比べものにならない程で、反射的に、一
言で言えば「恐い」と思った。そして「ぐらぐら」と揺れ始めた。始めは「何やこれ
！ ？」と大地震とは思えなかった。それは神戸に今まで「大」とつく地震はこなかっ
たから。でも、これが大地震だと感じないわけにはいかなかった。そして、部屋の奥
にある机がゆっくりと、本当にリアルに落ちていくのをしっかりと見た。揺れが終わ
った瞬間、ベッドから飛び起きて、隣りに寝ている妹に「大丈夫？」と大声で言うと
（私の家は二つの家がくつついているので）父が隣の奥の部屋から「だいじょうふか
---?」とやって来て、すぐさま二階の部屋から階段で降りようとしたら、一つ目の
階段の底が全部抜けていた。近くの階段で降りようとしたら、大丈夫だと思っていた
その階段でさえ一番下の段が外れていた。そこを飛び降りて、斜めになっている玄関
を出て外に出た。すると前の集会所、市営住宅など全部普通だったから「あれっ？」
と思ったけど、すぐその横の道路をはさんだ肉屋がベシャンコだった。
電気は消えていて真っ暗だった。妹が「空が白い煙におおわれとう。」と言った。
確かに白いもやが不気味だった。その直後にも少し揺れた。神戸がこんなのだから日
本は全滅やろうと思った。どんどん明るくなっていった。そして、近所の人たちはパ
ニック状腿だった。肉屋のおばさんが埋まっていると聞きつけた父は、沢山の男の人
たちと頑脹って助けた。幸いおばさんはケガもなく助かって私はホッとした。あちこ
ちで火事が起こっていて、私のおじいちゃんを助けようと、父と兄が家に入ったが、
二階が一階の上に乗っていてペシャンコだった。祖父や沢山の人々が生き埋めになっ
た。何日か経っても奥の家だったので、なかなか掘りおこせなかった。おじいちゃん
が出てきたのは三、四日後だった。前日、私はおじいちゃんに修学旅行のおみやげを
渡したばかりだった。とても悲しかった。でも、おじいちゃんの分も頑帳って生きよ
うと思った。中学の同級生も二名亡くなったし、知り合いのおはちゃんも亡くなった
。複雑な気持ちだった。家はもう住めないけれど。出来るだけ学校に来て頑張ろうと
思います。それに全国や世界の人々に感謝しています。
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1月19日（木）

職員全員の無事を確認。
教頭を中心に教職員の安否確認に2日が過ぎたが、やっと全員の無事が確認された。残
念ながら、 2名の先生の親族の方が亡くなられたことを始め、教職員自身が様々な形で大
きな被害を受けており、在校生の安否を一日も早くと思いつつ、なかなか捗らない日々が
続いた。残念にもこの日、商業科1年生梁取由香さんが1/17に亡くなったことが判明。
担任の中にも家族、家屋のことで精一杯の方々も多く、組織的に動ける状況ではなかっ
た。しかし、河田、白石両氏にはこの日避難所の巡回をしていただき、何とか一日も早く
市内の避難所を巡回すべく助言を受けた。職員会議を召集したが、数人の先生方しか集合
できない中、今後の対応を話し合う。
この夜も電気はなかったが、配給される食料も増え、避難者も規律正しく順番を守って
くれ始めた。しかしこちらの手違いから寒い中を20~30分整列状腿で待機させてしま
うなど、ある人から「ふ‘っ殺すぞ」と叫ばれた時には、情けなさや，虚しさを禁じ得なか
った。

教職員の主な被災状況 (1/19までに判明分）

I 

榎本一ー富山
中野一一姫路
藤岡一ー北区
中村7＿ー知人宅
壱橋 一ー西須磨小学校
蔵本 一ー西郷幼稚園
秋山 一一実母死亡

震災雑感 ［古溝茂］ （7/20) 

西ロー一直難所
谷垣ー一ー葉小学校
古溝ー一知人宅
長尾一一義母死亡，東須磨小学校
小村一ー岡山
藤原一一実母死亡
藤井一ー山口県

平成7年 1月17日未明、とてつもない音と共に猛烈な揺れを感じました。まだ寝
床にいた私は飛び起きると、暗闇の中を家具や建具などが飛ひ交っている状態でした
家屋が完全に倒壊しなかったため、下敷きになることは免れ、家族は無事でしたが
子供は恐怖の中で母親から離れようとはしませんでした。安全確保の為家族とともに
外へ出ると隣保の人たちも大勢出ていました。
そんな中で私は家屋の下敷きになっている人、瓦礫のなかで助けを待っているお年
寄りなどの救出活動にも参加していました。
学校への連絡も断たれ、また生徒の安否も全くわからない状況の中、目の前にある
仕事をするのが精一杯でした。
地震後、私は近くの公園でプルーシートを1長っただけの租末なテントを作り、一隣保
30名の方々と共同生活をすることになりました。救援物資の配給の手伝いに行く者
、雨風を防ぐため、戸板を集め補強する者、夜の見回りをする者、とにかく一日があ
っという間に過ぎてしまう状況でした。
ラジオではガスタンクの爆発の危険が迫り、避難勧告が出されたり、あちらこちら
から火災の情報も入ったり、余震の続く中、恐怖を恐歎するばかりでした。
神戸の至る所で、もっともっと悲惨な状況を体験された方々はたくさんおられると
思いますが、それぞれの地域で互いに協力し、また各地から多くのポランティアの方
々に来ていただき、生きていく勇気を与えてくれたことを感謝するばかりです。
震災後の混乱の中で、食料の配給に行っても、秩序正しく、また治安の面でもよか
ったということは、日本人として本当に自負できることだと思いました。
私はこの震災を体験し、多大な物を失いましたが、どんな状況の中でも生きていく
自信、家族が支え合い、また地域の方々と助け合って生きていく素晴らしい体験をさ
せていただきました。また多くの先生方にも援助いただいたり、公務を替わっていた
だいたり、こ迷惑をおかけしたことについて、お礼とお詫びを申し上げます。
最後に震災で6千名を越す多くの犠牲者に哀悼の意を表すと共に神戸の復興の為、
頑張っていきたいと思います。

-8-



1月20日（金）

徐々に教職員間の連絡も機能し始め、生徒の安否を一刻も早くとるための話し合いが行
われ始める。前日の避難所巡回を受け、 「今日は私が—--」と言ってくれる担任もいたが
組織的に避難所巡回を実施していこうということで、この日は電話作戦、避難者への対応
を中心に一日を送った。
既に避難者の中でも現状認識をしていただける方もいるようであり、我々教職員は生徒
の安否確認に全力投入すべきではないかと宿泊の荒木先生と相談。幸い、午後 11時、九
州電工の方々のこ努力で電気が復旧、体育館では明かりが点くのと同時に大きな拍手が起
こり、胸にドーンとこみ上げてくるものがあった。すぐに全校放送で、 「生徒の安否が今
まで出来ていない。元気な方々はボランティアとして協力願いたい。」との呼び掛けに2
0数名の避難者が申し出てくれた。その場で代表者を本校の卒業生でもある門口さんとし
、避難者の自治組織がこの日のうちに出来上がった。
以後、物資の管理、配布などは自治組織を中心に運営され、我々もやっと本格的に生徒
の安否確認に全力を投入することができるようになった。とりあえず登校されている教職
員で当面の宿泊、生徒の安否確認などについての打合せが行われた。

ボランティア組織 C王少t編成）

悶木木 1言胃
原井和子
乎甲幸子
松田美佐子
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配布プリント
◎先生方へ
1.宿泊のお願い

1/18 （水）大野・神野•西山
19 （木）冨浦•清水・尾中
20 （金）谷ロ・荒木•松田・西村
21（土）山野・西山・各務・事務長

2.生徒の安否確認

22（日）大野・河田・神野・杉浦
23（月）木下・尾崎・前田
24 （火）山下•松尾・瀬川・中村
25（水）験馬・内田・谷口t

各学年、担当者でお願いします。＿―-一覧表（校長室）に記入
◎避難所巡回 1/21（土） 須磨区 —ー＿―-―-山本・濱本

長田区山電以北 —--ー＿--験馬・大山
II 山電～2号線—ー--＿―-谷口t•木下
II 2号線以南 —--ー＿―-神野・西山
兵庫区地下鉄以北 —――一＿―-内田・山野

地下鉄～ 2号線—ー＿―-冨浦•松田
2号線以南—-------—瀬川・清水

終了後、学校へ連絡ください。

3. D科入試の問い合わせについて
日程ー一予定通り実施
願書ー一後日、送付します

［学校名、住所、担当者、男女の部数確認下さい］
→教務か教頭へ連絡

4．今後の予定

避難者への対応
市役所 331-8181 兵庫区役所 511-2111（代）， 511-5040（総）
救急車要請 119 
医務 ポランティアの進藤さん（呼び出して下さい）
食料の運搬・配布 その都度応援ください
呼び出し a:00-21:30（来校者よりの依頼）

電話での問い合わせー一伝言板に掲示
行方不明者相談所 078-360-3612 • 3613 
今後の生活相談 市緊急対策本部 322-5121 

·······•·················································································································· 

～気をつけること～
•やさしく対応する
・絶えず声をかける
・外部からも食糧等を取りに来ますが、ここの人が取った後なら、 OKとする。
・体育館は夜間照明を暗くする （午後10:30)
その他の部屋はそれぞれ相談して決定 午後10:30放送

-10-



1月21日（土）

昨日の打合せ通り、教員各2名ずつで校区内の避難所の巡回が行われた。地震後5日目
ではあるが、やっと在校生の安否確認に全力を投入することができた。しかし、電話も不
通であり、なかなか全員の安否確認までには至らなかった。
校内では避難者の方々の自治組織が機能し始めたが、避難者名簿記入者数は430名で
あり、救援物資の配布や家族の安否確認の電話に追われる一日となった。

‘m難所巡回・回想 ［冨浦誠］ （7/18) 

1/17、早朝突然我々を襲った悪夢のような震災から早6ヶ月が過ぎようとしていま

す。思い起こせば震災直後の混乱の中で、初めて経験するような出来事が続き、学校

としても様々な対応をしなければなりませんでした。

その中で、やはり我々教師としては生徒の安否確認ということを最優先しようとい

うことで、学校の中のことは本校に避難されてきた被災者の方々や生徒のポランティ

アの協力を得ながら、校外の避難所の巡回は教師で分担して、生徒の安否を確認しま

した。

震災後すぐに学校に連絡してきたり、登校してきた生徒もいましたが、安否の確認

が難しい生徒が数多くいましたので、学年を越えて避難所を巡回しました。避難所に

によって対応の仕方は様々でした。伝言を掲示してくれた所、放送で神港生を呼び出

してくれた所等色々ありましたが、やはり避難所に足を運び、生徒と会えた時の気持

ちは口では言い表せないものがありました。 「先生！」と言って泣き崩れる生徒、 「

みんな無事？先生とこは？学校は？」と質問する生徒、そんな状況が何日か続き、最

終的に生徒の安否を確認し終えたのは 1月25日でした。残念なことに当時1年生の

女子が1名、震災の犠牲になりました。その葬儡に参列し、学校として追悼式をした

時の悲しみは一生忘れないでしょう。

約1ケ月がたち授業が再開したのは2月14日でした。避離所から通学する生徒、

転居先から通学する生徒、各々が本当に苦しい状況の中での再スタートでした。今か，、

ら思えば、本当にあの時、みんなが力を合わせてがんばり、よくここまで乗り切って

こられたと思います。まだまだ神戸が復興するまでには何年もの時間がかかると思い

ますが、お互いを思いやり、いざという時には全員で協力して事にあたる気持ちを今

後も忘れないようにしていきたいものです。
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1月22日（日）

地震以後、すべての教職員の通勤が可能ならば、明日登校をお願いし、今後の対応を職
員連絡会で話し合うことが決まった。
日曜日ではあったが22名の教職員が出勁された。避難者への対応や生徒の安否確認の
為の避難所巡回に動き回る一日であった。

1月23日（月）

今日やっと校務運営委員会が開かれた。午後の職員連絡会には自宅の全壊・半壊など自
分の事で大変な教職員もおられたが41名の出席があった。この会で、これまでの学校(J)
状況が説明され、今後の取り組みも確認された。残念乍ら商業科1年生の梁取由香さんが
亡くなられたが、残りの在校生の無事が確認された。
梁取由香さんの合同葬偏が10時から行われた。

打合せ

◎今後の取り組み
1．教職員の動静について
(1) 出勤・退勤の出勤状況表への記入
(2) 教職員の状況表への記入
(3) 教職員は登校しましたら必ず校長室へお願いします。
当面10:00~15:ooよろしく

2.生徒への貼り紙作戦
(1) 神港生は連絡があるまで自宅待機をしておいて下さい。また元気で家屋
も無事な生徒はボランティア活動に協力してください。
協力生徒はC3-1までお願いします（名簿チェック）

3.その他
(1) 避難者名簿ーー事務室前ーー終了
(2) コンピューター（山本さん）一ー各部屋ヘーー終了
(3) 生活情報ー一新聞コピー掲示板に
(4） 3年生ー一調査書（三職の山下迄、不在の場合三年生の先生迄）

4．今後の取り組み
(1) 各学年主任・担任
① 生徒への対応
② 安否確認ーー一覧表
(2) 指導・庶務・図書・同和・副担
① 交替で避難者への対応（校長室2名待機）
② 当番表の作成・日誌の作成など
(3) 進路指導部
① 進学・就職への対応
(4) 教務部
① 入試への対応
② 授業再開へ向けての取り紐み
(5) 指導部
① 在校生の安否のまとめ
② 被害状況のまとめ
(6) 保健
① 保健室の整備
② 避難者の緊急時への対応

＊ 先生方は各職員室で整備方よろしく
＊ 宿泊の先生方は申し訳ありませんが、当日 15時から翌朝 10時迄
お願いします
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1月24日（火） ～26日（木）

次回 (1/31)の職員会議が行われるまでに、教職員は可能な限り、生徒の家庭状況の掌
握、避難所の世話、校内の整理整頓等を行うこととなり、この3日間も多忙であった。

日用雑貨配給の思い出［木下 明紀］ （7/20) 

担任の先生方が生徒の安否確認を梢力的にされている中、副担の私達は救援物資の
配給の仕事に追われていました。救援物資の配給も食料品と日用雑貨とに分かれるよ
うになり、日用雑貨配給は中館の第ー選択教室で、書道室はその倉庫がわりになりま
した。
日用雑貨というだけに実に様々な物が届けられました。思いつくまま列挙してみる

と—ーー 。

布団、毛布、衣類、 9＼ジャマ、下着類、 トイしットやl＼へ各種テイッシュ、靴下、靴、運動靴、傘
石けん、シャ:J1-、liス9枯、9オル、軍手、歯みがき，歯1和、 使い捨てカイ〇、生理用品、
紙おむつ（大人用も）等など

衣類の中には、新品の立派な防寒着もあれば、明らかに着古した夏服まで色々な物
がありました。下着類は洗濯が出来ないせいか、いくら送られてきてもすぐに底をつ
く有様でした。
配給時間の第ー選択教室はさながらデバートのバーゲン会場のようになりました。
本校女子のボランティア生徒達は絶叫しながら、配給に追われました。日曜日ともな
ると、どこからか今まで見たこともないような家族連れが現れ、手当たり次第並べて
あるものを取りまくり、嵐のように去って行くのでした。何がどれだけ送られてくる
かわからない状況の中で、こんな風に配絵していて、はたして平等に日用品がわたっ
ていくのかと心配になることもありましたが、幸い量的には恵まれていたのではなか
ったでしょうか。
救援物資の運搬、整理、配布をしていて、こんな仕事のほうが自分には向いている
のでは？などと、本校に避難されている皆さんの苦労をよそに、暢気に動き回ってい
た頃が今では懐かしく思い出されます。

1月27日（金）

校務運営委員会が行われ、今後のことについて話し合われた。これまで校運が授業再開‘
と避難者対応との2本立てで動かなければならなかったために、うまく機能的に動くこと
ができていないという反省から、授業再開委員会と避難者対策委員会が設置されることと
なった。各学年は引き続き生徒の掌握に重点をおいた。
又、生徒のポランティア活動については、各個々人がその場その場でポランティア活動
に追われていたのを組織的に機能させるため、内田先生が中心となって組織作りをしてい
った。
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1月27日 校務運営委員会
1.経過報告

(1) 在校生の状況 1年 2年 3年
(2) 避難者の状況
(3) ボランティアの状況

2.今後の取り組み
(1) 避難者への対応
① 今後の態勢
昼間の対応 詈 日（当面□］5人体制

日用雑貨担当 1名
宿泊2名以上
27日（金）白石、中村、河田
28日（土）大山、中村
29日（日）西山、瀬川、山本
30日（月）鈴木、民法
31日（火）清水、喜田

1日（水）山野、贄
2日（木）小藪、内田、木下
3日（金）荒木、山下
4日（土）贄、西山
5日（日）大野、谷ロム

② 避難所内自治組織について（状況変化に対応して）
・現ポランティアの事情の変化
・教職員•生徒の事情の変化
・今後の在り方
組織
物資搬入の問題
物資配布の問題
避難者の移動

・避難者への説明—ーーーボランティア

(2) 学校再開へ向けて（校内の整理・整頓等）
① 未整備の部分の確認（資料室等倉庫•特別教室・同準備室）

［本館•南館・中館・西館・体育教官室］
② 復旧工事について

学校再開条件の整偏———中館の縁切り作業、電灯整偏、崩落箇所の修理
その他校舎内整備と外構工事

R再開委員会（仮称）の開催 避難者代表、区役所の係、学校

(3) 生徒への対応
① 担任より生徒への対応＿―-連絡があるまで待機

移動した場合には担任へ速やかに連絡

② 北区の生徒への対応
③ 全体の登校日の目安
・登校時の対応
・避難訓練

④ 被災調査票の作成
R 作文の件
＠ 被災生徒へのプリント作成
⑦ 検定について

3.各部・学年の取り組み
4．学校再開へ向けての教科の取り組み＿―-教科書、教材
5.卒業
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生徒ポランティア活動の確立

君たち、生徒ポランティアの慟きのお桧もあって、避難所になっている学校も、徐々に
落ち着いてきました。毎日、しかも一日中、学校で活動をしてくれている人たちもいます
ので、役割分担、日時の分担を以下の表のようにしていきたいと思います。

仕事内容 1/27 1/28 1/29 1/30 1/31 2/1 2/2 2/3 

2.3年 電話の応対 A E A Eぅ .A.. E A. I三う
女子 放送・受付

男子 荷物の搬入
全員 ［水・食料・ A. E .A.. 已 A 戸 A.. 戸

日用雑貨］

1年 保健の介助
女子 日用雑貨の .A. 四 A E A. Iヨ： A. 四

整理等

その都 校内整理 A. E3 A. E3 A. 戸 .A.. 戸
度全員 校内清掃

0 生徒ポランディア一覧表（グループ分け）

3 年 2 年

L2 家田浩征 C2 中島伸一
A L2 滝JII 秀和 A L3 中村歩 A 
L2 山口慶一 L1 大杉 0g太

L4 福島臨

L2 河合龍治 Cl 中山撒
B C3 橋本健 B L3 河内京三 B 
C2 国本仙吉 L4 浜崎正之

L1 高畠悟郎

Cl 中山香織 DI 植野るみ子
L2 川端笑子 D1 阿部里香
LI 西村愛子 D1 赤迫真規子
A Cl 赤沢千亜紀 A DI 篠原良佳 A 
Cl 木戸由美 Cl 上間小夜子

L2 藤沢奈央子 L4 高谷有貴
L2 田辺政代 LI 藤井里奈
L3 横原怜子 L2 松本蒸
B Cl 重久理恵 B L4 前田純子 B 
L2 長谷美佳
L3 谷口隔子

1．原則として9:-00~15:00迄とします。
2.都合の悪い人は、個人的に交渉して班を替わってください。
3.出来るだけ、割り当ての日は都合をつけて来てください。
4.表以外の人で来れる人は適宜班に加わって―「さい。
5.生徒代表 3年家田 (L2)，河合 (l、2)

2年中島 (C2)，中山(「 1)
1年殴賀ー(C2)，小池 (L1) 

1 年

L3 久河将之
L4 森技一敬
L4 柿本寿史

Ll 井嶋一人
L1 伊藤善文
L2 浜口貴司

L2 井口純子
L3 居地由美子
C2 西条加代
C2 西川裕美
L2 金月理恵
L2 福田文子
L4 志麿仁美

C2 園賀三重
C2 山下朋美
L1 小池真由美
C2 山本沙和
C2 宮本佳美
C2 渡 政子
01 森 千亜紀

6.教師責任者指導部内田 1年河田 2年浜本 3年白石
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又、避難所先でも、自ら避難していた本校生徒がボランティア活動に励んでくれていた
ことが以下の御礼状が届いたことでわかった。

神戸市立神港高等学校長
福尾康之様

おネし

平成7年2月20日

神戸市立花山小•
清家 i

裏六甲の清流に猫やなぎの芽が愛らしく映っている今日この頃ですが、ますますこ’

阻勝のことと存じます．

さて、禾彗有の阪神大震災より、はやーケ月．費校や費靡員、及U豆校U)生征さん

遠の被害はいかがだったでしょうか．

ところで、本校の校区では、その一角に避甦勧告 (123世帯、 3G9人）が托令さ

れるという大きな爪痕を残しました．その折り、約200人もの方々が、本校に迎難さ

れ、大混乱の日々がしばらく続きました．

その時、貢校の第一学年の南智子さんが骨身を惜しまず、 1月 19日より 2月 10日
(bた／． ‘}1和頃）

まで献身的にポランティア活動をしてくださいました．

避頑されている方々への食料の配分や配給はもちろん、避蘊されている方々への手1乍

りの新聞の発行等、本当に頭が下がる思いがしました．そのひたむささは、辺薙されて

いる万々も、一緒に活動されたポランティアの方々も、地汲の方々からも称闊の声をあ

げておられました．

それを見るにつけ、聞くにつけ、費校の数育方針の素9員らしさを実感した次mです．

お訪ねして、お礼に参上するのが本来とは思いますが、何分、まだ学校運営を軌道に

果せるぺく忙しく毎日を送っている手前、はなはだ失孔とは存じますが、吝面にて

失孔いたします．

どうぞ、担任の先生方にも、我が意をお伝えくださいますよう、よろしくお願いいた

します．

まだまだ復興に向けて、毎日敗しい日々が続さますが、お身体をご自愛くださいます

よう、お祈りいたしております．
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生徒の作文より

「ポランティア活動を通して」 (2/6作文）
神戸市立神港高等学校上間小夜子

毎日、布団に入ってから「うちはいつ死ぬんかなぁ」って考えてしまう。あんなに

いっぱいの人が亡くなったんやから、私が死んでも別に不思議じゃないと思うと泣け

てくる。

私の家は、水道が不通なのを除けばいつもと何ら変わらない生活をしている。避難

している人に比べれば天国のようだと感謝している。地震があった一日目、二日目は

近くの店に行っても殆ど何もなくて、不安で仕方がなかった。でも今は、たいがいど

こに行っても欲しいものは手に入る。それにひきかえ避難所の人たちは今だっておは

ぎが食べたいと思っても、配ってもらえるわけじゃないし、寒いし、そういう映像を

テレピでみたりすると心が痛む。

先月の二十日ぐらいに、近くの小学校に避難している人たちのために朝御飯を作り

に行った。避難している人たちに実際に出会うのは初めてであった。小さい子もいる

し、お年寄りもいるし、足の悪い人もたくさんいた。私達が作った雑炊を手渡してい

くと、みんなが「ありがとう。」と言って、頭を下げてくれた。何か申し訳のないよ

うな気さえした。皆さんが食べた食器を洗っていると「迷惑をかけてごめんなさいね

」とか「すみません」とか謝ってくる人もいた。テレピからは、他府県からの救援物

資が届いたというニュースがよく報道されていた。そんなことに比べると私のしたこ

となんか、すこ‘'いちっぽけなことやけど、そんなちっぼけな助けでも避難している人

たちにすごく喜んでもらえて早起きした甲斐があったなあと思った。

別に私が貰った訳じゃないけど、救援物資を送ってくれたというニュースを見ると

ありがたくて涙が出る。窮地に立たされなかった周りの人や、自分の命の大切さがわ

からなかった自分が情けない。
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神戸市立神港高等学校間係生徒避蘊所一覧表 平成7年度］月28日（土）現在

ー18|

兵虜中学校 鵡越小学校 湊中学校 吉田中学校 県神戸工高校 明籟小学校 湊山小学校 東山小学校 法恩寺 中部土木局
577-0744 511-5555 511-5322 681-3545 651 ・2811 651-2855 521-3881 52)-0800 濱川町10丁目 511-0515 

LI ・I 島田 0 LI-I 高井 0 LJ-2 三浦 0 Ll-2 塩田 0 Ll-3 秋本 0 D3・1 阿部 0 Ll-2 冨

゜
Cl-I 永田 〇 CH 石川 〇

LI ・2 中111 0 L2・3 上田 0 L2-1 内山 0 （昼は自宅） 1.3-1 小川 0 
L2・1 池田 0 C2・1 上野 0 l.2・3 ピン 。 L3-I 原

゜C3・1 蔦田 0 C2・1 田中70 L3-3 秋本 0 
兵 C3-3 山崎 〇． C2・3 野村 0 L3-4 樋口北

L3・4 泉谷バ C3-2 田辺 〇
L3-4 国友 〇 C3・2 米/II 0 

03・3 中田友〇
虜
神港高校 平野小学校 菊水小学校 浜山小学校 会下山小学校 水木小学校 湊川中学校 勤労市民じ9- 御旅公園 荒田小学校

521-3801 521-2288 651-3890 577-1501 575-8360 521-4874 • 5 643-2431 511-3378 

区 L2-1 藤井 L2-I 中縫 1..2・1 宕崎 0 Ll-2 赤波江〇 1.2・2 野沢 CJ-2 浅城野田 0 L3-I 北澤 Cl-2 竹中 0 DI-I 木下 0 03-1 津村 0 
C2-2 古田 〇 （カン車の中） L2-2 米谷 〇 L3-I 石原 0 L2-l 0 1.3-1 山垣 0 C3-1 木崎 〇
L3・2 松並 〇 L3-2 麦谷 0 C3-3 iii見 0 L3-1 金島 0 C2-3 八木 〇 1.3-2 和田 0 
L3・2 伊藤 0 C3-1 坂井 0 L3-4 宕井

C3-2 堤

゜
1.2-2 中川 0 

鷹取中学校 本庄中学校 南須磨公民鱚 太田中学校 小野柄小学校
731-0066 411。2261 735-mo 732・0854 221-0003 

03-1 山下 〇 L3・2 大高坂〇 C3・3 加藤 02・1野村

［須麿区］ ［東潤区］ ［須麿区］ ［須磨区］ ［中央区］

兵庫高校 長田区役所 大橋中学校 神楽小学校 室内小学校 鐸蔵小学校 長楽小学校 名倉小学校 駒ケ林保育所 長田高校
691-1135 691-5121 691-2201 691-1702 691 ・0917 575-2226 731-0190 691-6181 611-4お0 621-4101 

Ll-3 河原 0 LI ・I 許村 LI-I 林

゜
Ll-1 松本 0 Cl ・2 林

゜
01-1 藤沢lキ〇 l.3-4 村井 0 C3・1 牙山 〇

C2-2 田中tO CI-I 長谷川〇 L2・4 松本 0 L2・1 山口 〇 L3-2 河田 0 
長 C2-3 大塚 0 C2・1 興本 0 02・1 大久保 C3・1 福山 0 
C3-3 河内 〇 口•1 山村 0 

夢野台高校 野田高校 丸山中学校 苅藻中学校 真野小学校 志里池小学校 五位ノ池小学校 真陽小学校 新長田創僅学会 駒ケ林公園
田 691 ・1546 731-8051 691・0005 671・3757 671-0190 671-7250 631-2741 611-0456 643-2981 

02・1森山 C2・1 井神 0 D2・1植野 0 L3・1 冨永 〇 L2・3吉本 0 C2-3 古家 Cl-I 与

゜
D2・1 金山 1.2-4 久保井

C3-3 神山 0 D3・1木下 〇 （昼は自宅） Cl-2 野村 〇 ＊連絡は．直接＼
L2-3 今井 0 環地へ

区 C2-3 島

゜長田工業高校 駒栄保育所 房王寺保育所 長田小学校 駒ケ林会館 長田公民鱚
732JR-0鷹0取81工（総場務

C3・1 江城 〇
631-4838 641 ・7555 643-2301 631-2731 631-3812 575-1374 C3・2 島本 0 

C3・3 中越 〇 C2・2 井上40 02-1 谷本 03-1 藪田 Cl-I 中村 C2-3 林

゜

I
J
:
j
2
8
8
 

料
澪
S
廿
薔
・
亜
薔
b
ふ
料
薔
ク

S
薄
竺
萄

T
S蔀
汁
喋
b
品
屋
叶
ざ
が
。
（
寧
E
1

奎
寄
s'
代
際
濯
）

臨
濶
曲

R
娼

r
S鰈
U

密
J
b
ぶ
）
符
ざ
‘
中
滓
S
袢
澪
澗
男
rJ
吾
斉
‘
料
薔
H

R
熔
澗
S
臨
濫
咄
合

吝
叫
碑
ク
喋
害
て

tLJ
符
迂
＾
い
斤
も
‘
守
爺
緬
浬
S
益
革
鈷

E
汝
蕪
栢
叶
ざ
r
e
。

（廿）



1月29日（日）

中館について市教委営繕が調査したが、
とのこと。
この日も炊き出しのポランティアが来校。

「何とも言えないが使用しないほうがよい。」

全囚からの沿忠が収内各地にK1iいている．心づくし

の名物うどん、心応気の屈りずし．水が足りずに歯JfJ

きに苫労している人々へ0)曲科険診、大地隈梵生の氾

乱でII且訊を切した人々への無iR修地．殴神大隅災（兵

Jll限南部地四）発生から2jrJ問． 29日もW.113への苦悩

の中で．さまざまな交流がれいた．
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1月30日（月）
授業再開委員会 (1月30日）

1．生徒の登校
2月2日（木） 13時に生徒を集める：神戸電鉄利用で鈴蘭台以北•以西は兵商へ

そうでない生徒は本校へ
＊生徒への呼び掛けの内容は冨浦先生に依頼（統一内容）

2月2日の予定
HR←ー→学年集会（学年ローテーション）

＊ 学年集会の内容
本校での担当

全体の話し 校長
学年の話し 各学年主任
指導部の話し 西岡
教務部の話し 中島
進路の話し (3年のみ）内藤

兵商での担当
教頭
1年藤岡

1胃
2年験馬 3年白石

応援：山岸他

体育館を惜用し、全体、学年別の
教室のローテーション 集会を開く。
* HR（集会前後）での連絡事項
検定について--ー担任より検定は2月4日（土）実施のこと連絡

対象者が限定されることに注意
会場は南館3階

自習希望者は登校できるように配慮
対象： 3年の大学受験者、検定受験者

授業の再開は2月6日からとすること
2月6日以降のHR教室について
教室本館1年 南館2年 西館3年
2月6日の予定 HR 

＊ 被災調査

全校集会
消掃
作文（用紙用意）

被災調査表＿―-前田先生作成—--兵商にも持参（約200枚）
（制服調査、教科書調査も含む）

2.教務部より
(1) 2月7日以降の予定 (2) 教科書紛失生徒への対応
(3) 転校希望生徒への対応
(4） 3学年の学年末成績処理関係（案）
①HRで作文を書かせる件 ②評価 ③欠時数
(5) 卒業認定会議（案）
日程 OCR・チェックリスト提出 2月 10日（金）
卒業認定会議 2月16日（木） D科合否判定会議同一日
卒業式 2月28日（火）

会場文化小ホール、摩耶兵庫、文化ホール、総合教育センターなど
(6) 情報処理科推蔦入試関係
3.部活動の再開について
校内での活動＿―-基本的には停止

．特認で顧問の付き添いが必ず必要
14:30分終了、 15時完全下校

＊ 生徒の現状を考え、活動には十分配慮を願いたい。
4.その他
(1) 当面は遅刻欠席は公式には記録しない
(2) 今のところ就職の取消は 1件のみPl来年度の副教材の決定を急いで欲しい
5 破損備品・消耗品の調査について
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1月31日（火）

午後より職員会議が行われる。教頭より被災状況の説明あり。

被災生徒は46の避難場所で生活中（個人的なものは除く）
死亡：梁取由香と母親、生徒の祖父2名、同祖母 1名、先生の母親3名
負傷：生徒自身軽傷2名、生徒の家族軽傷 1名
人院：生徒の家族2名
家屋の損偽：生徒の家→全壊102名、半壊11 1名、焼失6名、一部損壊25名

不明42名、問題なし622名
職員の家→ 13名（住めない状況）

1月31日 職員会議
校務運営委員会の報告
1．経過報告 （1) 在校生の状況
2.今後の取り組み
(1) 避難者への対応
① 教職員の態勢
昼間の対応

1年 2年 3年

制体人5
 

口面当（ 
名
名
名
名

1
2
1
1
 

当担貨

室

室

雑

務
長
療
用

事
校
医
日

夜間の対応
今後の宿泊2名以上
27日（金）白石、中村、河田 1日（水）山野、贄
28日（土〉大山、中村 2日（木）小藪、内田、木下
29日（日）西山、瀬川、山本 3日（金）荒木、山下
30日（月）鈴木、民法 4日（土）贄、西山
3 1日（火）清水、喜田 5日（日）大野、谷ロム

(2) 学校再開に向けて（校内の整理・整頓など）
① 避難者の変化の自治組織について
・避難者の変化、現ボランティアの事情の変化
・教職員•生徒の事情の変化
・今後の在り方—--—組織、物資搬入の問題、物資配布の問題、避難者の移動

② 避難者対策委員会—--—校長、中村、河田、西岡、小藪、入江、木崎、山岸
白石、内田、荒木、避難者の代表4名、区役所の1系
（事務）事務長、山本

◎ 未整備の部分の確認（資料室等倉庫•特別教室・同準備室）
［本館・南館・中館・西館・体育教官室］

R 復旧工事について
学校再開条件の整備—--中館の縁切り作業、電灯整備、崩落箇所の修理

その他校舎内整備と外構工事
R 授業再開委員会
庶務部長、教務部長、進路指導部長、 1年主任、 2年主任、 3年主任
前田 中島 内藤 冨浦 左古田谷ロム
商業科長、情報処理科長
i龍波． 村上 榎

(3) 生徒への対応
① 北区の生徒への対応
② 被災生徒調査表の作成
R 作文の件
⑦ 検定について

4．各部・学年の取り絣み
5.卒業式関係
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職員会議資料 1/31 

環業再四季真会く教務関係＞のまとめ

① 生徒登校（案）ー 2/2

「神戸電鉄利用者で鈴蘭台以北•以西の生徒は、 2 月 2 日（木） 13 時に神戸市立兵庫商業

高校に登校しなさい。その他の生徒は13時に本校に登校しなさい。但し、交通事情等で

登校できない生徒は担任の先生に連絡しなさい。」

※授業再開は、 2/6（月）の予定 (2/6は、全校集会，大掃除，作文）

② 2/6以後の予定（案）

授業： I10:00~10:40 

II 10:50~11:30 

III 11:40~12:20 

ST 

40分授業X3限の短縮授業

◇ 2/ 7 （火） ～2/10（金）一時間割の1~3限の授業をする

※ ローテーションは「金CA」 2/11（土）は、休日

◇以後、未定（情報処理科推扇入試ともからむ）

場所：第1選択教室 →使用せず (3年教室の1クラスヘ）

第2選択教室 →使用せず

情報処理講義室→使用せず（視聴覚教室へ）

情報処理実習室→使用せず (HR教室へ）

社会科教室 →使用せず

書道室 →使用せず (HR教室） ＜音楽室・美術室はOK>

簿記室 →使用せず (HR教室）

計算事務室 →使用せず (HR教室）

被服室 →使用せず (HR教室）

③ 教科書紛失生徒調査

自宅の全壊・半壊の生徒数を調査し、学年 (1,2年のみ）・学科・コース別にしておく

→教務で各科目の教科書名は調べる（県教委からの正式の通知は未だ無し）

④ 転校希望生徒一転学受け入れ先は各自が探す

転学願 →教務へ提出

転学照会

成績証明書 (5段階）

該当学年途中の成績は、

2学期のみの成績を記載

（後日、正式成績を送付）

通知表のコピー (100点法）

コピーをとって教務に提出

＊用紙は教務にあります
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⑤
 
第3学年卒業認定会議（案）

日程 OCR・チェックリスト提出

卒業認定会議

卒業式

2/} 0（金）

2/16（木）

2/28（火）

D科合否判定会議と同一日

＊ 情報処理科推薦入試関係
① 一般入試を含む公立高等学校入学者選抜に関する日程の変更ー裏面

②願書の受付（場所： ）ー第3学年の授業が大半の先生方の御協力をお願いします。

③ 2/13（月）検査・面接の当日の時程変更（案）

職員集合 12:40 

受検生集合 13:00 （面接終了予定時刻 16:30) 

2/2  ＜フ） 登校日のHR教室

玄 1年ーー一本館の 3 年の H R 教室
［荷物を動かさないように］

玄 2年一— -HR教室

玄 3 年ーーー格技室

,...................................................., 

：学年集会：
············•···········•···························' 

13:00-13:00 

13:40-14:00 

14:20-15:00 

3年生

1年生

2年生

ーー→

ーー→

ーー→

終了後HR教室へ

終了後下校

終了後下校
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生徒への連絡事項

以下の内容を 1/31（火）・ 2/1（水）で、各クラス連絡網を使って生徒に伝えてく
ださい。

•2/2 （木） 1a:oo に以下の 2 ケ所に分かれて集合すること
① 神戸電鉄利用者で鈴蘭台以北•以西の生徒は「兵庫商業高校・体育館」に集合
すること。

② ①以外の生徒は神港高校に集合すること。

＊ただし、交通事情等で登校できない生徒は担任の生成にその旨連絡すること。
＊登校時の服装については制服とする。ただし私服での登校を許可する。
*2/2（木）の登校時は筆記具のみ持参
*2/2（木）登校したら、以下の場所で待機すること
1年生---本館の3年生の各HR教室
2年生---南館および本館の各HR教室
3年生———格技室（西館）

授業再開について
神戸市立神港高等学校

女 2/6以降の生徒登校

① 2/6以降は、遅刻しても良し＼から枇来るだけ神港裔校に登校すること。登校が困

難な生徒は、神鉄長田駅まで電車が開通するまで各自の居所で自主学習を行うこと。

＠椛での時程

9: 5 0までに閲来るだけ登校すること。

9:55 ST 

10:00謹罷 40分＊3贋（2／囮、全撻会吠隣歓）

12:20 ST 

＊ 早退希望者は担任［申し枇ること。

＊ 翡はなしで下位。

◎ 2/7（火）からその曜日の1~3限の授業を行う一別紙時間割を参考にしなさい
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避難者対応ローテーション

宿泊 事務室 校長室 日用雑貨
日時 [15:oo- ［第一 保健 備 考

翌日10:00] 午前］午後 午前］午後 選択室］

1/31 清水・喜田 秋山!-- 鈴木i前田 木下 山岸 職員会
［火］ ！ 藤原 l木崎 児玉 [13:00 ~] i 

2/1 山野・贄 本庄：！松本 松尾 ll 田中 西山 同上
［水］ ！ 小藪贄； ， ： 

2/2 小藪・内田 中村！松尾 荒木 i：！ 濱本 濱本 同上 登校日
［木］ ！ 住井，鈴木！ 

2/3 荒木・山下 大山！松田 入江 l；西山 西山 同上
［金］ i 木崎；藤原

2/4 西山・贄 尾中！谷口 河田：！白石 内田 同上
［土］

； t 秋山！贄i i 

2/5 大野・谷口 友村！神野 山本：中村 木下 同上
［日］ ム i 長尾［谷垣

， 
！ 2/6 ！ 

i ： 
［月］ ！ 

i ．： 
： ： 

2/7 ！ ； 
； ； 

［火］ ： ； 

i i 

2/8 i 
： ： 

［水］ ： ！ 
： i ： 
： ： 

2/9 
； ； 
； ； 

［木］ ： ： 
i i 
i ： 

2/10 ： 
； ： 

［金］
; ； 
： ： ： ： 

〇 宿泊の先生は連絡ノート（申し送り事項記入）に記入をお願いします。
〇 午前— --10:00-13:00 午後— --13:00-16:00 の間でお願いします。
〇 昼間の2/6以降の割り当ては校長室の表に各自で記入してください。

··········•··•······················•························••·•··•···•·····················切り取り・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

2/6以降 宿泊可能日 [2/ 1 1以降も続く見込みです］

［ ］月［ ］日（）曜
［ ］月［ ］日（）曜 氏名［ J

 
＊教頭先生に提出してください
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2月1日（水）

早朝の気温は零下。避難者の方々に少しでも暖をと教職員、生徒ポランティア、避難者
の方々と一緒に格技室の畳を小体育室に敷き、病弱・老人の方々には和室に移動していた
だいた。

2月2日（木）

0生徒登校日
生徒を北区、西区の生徒で神戸電鉄利用者は兵庫商業へ、その他は本校へ集合させる。
兵庫商業は168名、本校へは625名、出席率87. 1% (1年88.4%、2年88.5況、
3年 86.3%)
本校では、各学年、それぞれ学年集会を行い、今回の震災で亡くなられた方々に対して
全員黙頑。震災以後の経過、今後のことについて話したが、生徒達の明るい笑顔が心を和
ませてくれた。しかし、多くの生徒が家をなくし、今後のことを思うと涙がこみ上げてく
るのを抑えることができなかった。
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2月3日（金）

第1回避難者対策委員会
プールの解体が始まる。

避難者対策委員会

屈璽疇平成7年2月3日（金） 10:00~10:40 
出席者 門口、加来、医療関係女性2名
校長、教頭西岡入江内田、事務長、山本、住井木崎（書記）

1.西岡報告
(1)生活棟を体育館棟に移す作業が昨日で終了した。
(2)グランドは1/3が陥没のため、市より「使用禁止」と言われている。
車の移動を要請 どうしても必要な人にはステッカーを貼る（一応50枚）
(3膚話等について（門口さんより）
①食堂に本部コーナー設置し、そこに着発信可能な電話を設置してもらい、呼び出
し等の放送も体育館棟内に限るようにしたい。
②伝言板の移動
③玄関前にテント張り案内所を設置、案内標識を体育館まで設ける。
(4)バイク等の撤去は貼り紙をして対処する。
(5)自転車置場は、生徒用は雨に備えてテントを張ってグランドに移動し、避難者用の
洗濯場、干し場とする（洗濯機は救援物資でもらえるよう手配）
(6)担当教員
①避難者ボランティア・・・...…...…………………入江
②本校生徒ボランティア（一臆煎した汎要あ柑謹峙甜）…内田
③日用雑貨・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・•木下

2.女性ボランティアの方より
(1濾康管理 本校避難者だけでなく、地域にも入りたい←高齢者対策を考慮（西岡）
(2湘除当番を決めては←自主性を尊重し細かく決めない方が良い（門口さん）
3.校長 西館下の駐車場と、中館の切離しの件についての報告
4.その他
(1)校内放送 (70番を使っての）の禁止
(2)今後、避難対策委員会を 2日に 1回程度開催予定

2月4日（土）

商業科特別教室関係の備品搬出
商業簿記検定実施 (1級）
市教委より本館使用禁止の連絡あり

2月5日（日）

情報処理検定実施
避難者専用の発受信専用電話の設置
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2月6日（月）

学校再開第1日 全学年集合 北区生徒もほぼ集合（クうスで 1• 2名欠席）
全校放送：校長、指導部長、庶務部長より
HR: ~11:10 
大掃除：～11:30

進学で経済的不安を持つ者が25名。 （進路指導部調査）

4年制大学
短期大学
看護専門
計

校務運営委員会

男女計
6 5 1 1 
0 1 3 1 3 
0 l 1 
6 19 25 

避難者代表との話し合い
宿泊ローテーション表の配布
仮設校舎 5教室6棟 (1棟2階）で25教室
内訳
管理諸室 4 （校長室1.5、事務室1.5、管理員室0.5、進路指導室1)
教室 14 選択教室 2 
トイレ 2 余り 1 
書道 2 
2期工事 理科室 1(2)、被服室1(2) 
西館の理科2教室をHRに、視聴覚教室を情報処理教室に

避難者対策委員会

置璽麗〗 平成7年2月6日（月） 14:00~ 
出席者 門口、加来、原、兵庫区役所藤本

西岡中村河田内田事務長山本入江、木崎（書記）

1.西岡報告
(1)本日より授業を再開した。
(2)立入禁止個所に生徒が出入りして危険だった。

2.内田 本校生徒ボランティアは一応解散、時々手があけば自主的に参加する。
3.事務長 電話の件、洗濯機の件（県に依頼済）、物資搬入時の連絡（卜うンシーバー使囲）
4.門口さん外部からの避難者
5.西岡 給水車の常駐を県に依頼中

6.即、加東さん 仮設トイレの汲み取り依頼、避難者用を体育館付近に設置依頼
7.掲示板 避難者の要望が書けるもの（門口さん）←市の広報用を設置（藤本さん）

玄関付近のものをはずしてほしい（西岡）

8.仮設住宅 現状は 3月末迄に 1万戸（約4万人収容）建設予定（藤本さん）
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H 尺で被災状況調査実施

被災状況調査票 神戸市立神港高等学校

記入日 平成7年2月 日 LCD 年 組No. 氏名

現在の住所 破

（ 〕 t9 

住居の種別 自宅親戚宅（ ） 知人宅（ ） その他（ ） 

必ず連絡がつく電話番号匹 （ 方）災害で住所変更の人

当面の通学経路
【自毛】→

→【学校】

親り兄弟・祖父母•他身近な親戚で死亡・入院の方があれば書きなさい（祖父入院等）

下記のアンケートに0で答えて下さい

1.住居について
(A)①全壊 ②半壊 ③一部破損 ④全焼 ⑤半焼 ⑥一部被焼
(B)従来の住居は ①居住不能 ②不安はあるが居住可能 ③問題ない

2.家財等について
(A)①ほぼ全部無事 ②生活に必要な物は無事 ③生活にかなり不便を感じている
＠ほぼ全部喪失 Rすべて喪失

(B) 特に下記の物がなくなったので大変困っている

3.衣類について
(A)①ほぼ全部無事 ②一部を失った ③ほぼすべてを失った
(B)靴がなくて困っている
(C)被災者で現在特に必要を感じている衣類があれば下に書きなさい

※調査後住所が変わった場合、すぐに担任へ連絡しなさい。

以下のものについてなくして、補充困難な人は0印をつけ、必要事項を言き加えなさい。

制 冬制服上（りイズ ） 冬制服下(9イズ ） 
夏制服上(9イズ ） 夏制服下(9イズ ） 

服 トレバン（りイズ ） 長袖トレシャツ（りイズ ） ウィンドブレーカー（サイ1 ） 
通学用靴（りイズ cm) 運動靴(9イズ cm) 体育館シューズ（りイズ cm) 

等 ※プルマー等夏用体操服、ダンス・水泳用品については後日調査します

A子U. 今後の学習に必要な学用品（そろばん等）で失った物があれば書きなさい（教科書外）

用
品
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2月 避難者対応ローテーション
宿泊 校長室 日用雑貨

日時 [15:00~ ［第一 保健 備 考
翌日10:00] 午前！午後 選択室］

： 
2/9 木 入江・冨浦 山野！大山 木下 同上： 

： 
2/10金 瀬川l松田 濱本 同上

； 

2/ 11土 鈴木パ龍波 安田！尾仲 西山 同上
： 

2/12日 松田・村上 清水i谷ロモ 内田 同上
2/13月 山下•西岡 白石l内田 ---- ー・・・・ •~ 推薫入試： 

： 
2/14火 松本・内藤 木崎！友村

i 
木下 同上

： 
2/15水 験馬・ 9]田 藤井l神野 濱本 同上

： 
2/16木 奥畑・蔵本 入~I i ---- -... ＿ ＿ ----会議

i 
， 

2/17金 小村・前田 住井l古溝 西山 同上 3年登校日
I 

2/18土 谷口t•友村 荒木！秋山 内田 同上

2/19日 濱本•藤原 河田i鈴木 木下 同上
2/20月 本庄・村上 前田i松尾 濱本 同上

I 

2/21火 福尾•秋山 中村i谷垣 西山 同上： 
： 

2/22水 榎 ・大山 長尾l田中 内田 同上

2/23木 下川・尾仲 藤原l松本 木下 同上： 
， 

2/24金 谷ロム•田中 谷口t大山 濱本 同上 3年登校日： 
： 

2/26土 内藤・尾崎 江隈 i松田 西山 同上： 

2/26日 入江・蔵本 友村！： 尾仲 内田 同上
： 

2/27月 謹波・小村 藤岡！神野 濱本 同上 予行・三送会

2/28火 り］田・友村 本庄l大野 木下 同上 卒業式： 

〇 宿泊は、基本的には校運のメンバーとその他の先生でお願いします。
［当日の15:oo～翌日の10:00までお願いします。授業等で不都合のある場
合は、宿泊の変更を個人的にお願いします。 ［校長室の表に記入してください］
0 3月以降は、女性の先生、事務の方、管理員の方もお願いします。
［女性が宿泊の場合は女性2人、男性1人の計3人でお願いします］

0 その他、質問があれば教頭までお願いします。
[3月の予定表は2/25日頃に出します。］
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2月7日（火）

中館校舎の一部解体工事開始により、騒音と煤煙が余りにもひどく生徒を避難させる。
2校時中途で生徒を下校させ、午後の部を休校とする。
校務運営委員会を4:30から行い、今週は生徒を自宅待機させることに決定。担任より連
絡網で生徒に連絡。

2月8日（水）

情報処理科推薦入試願書受付開始
職員会議＿―-前日の処理と宿泊ローテーションについて
校務運営委員会
0中館の再診断を受け今後の対応を協議（プレハプ教室、中館の再配備等）
〇宿泊のローテーション（女子の宿泊については6日の校運の内容と違う点を協議す
る＝平等に女子も宿泊。但し女子は2人と男子1人の組み合わせ）

2月10日（金）

避難者対策委員会

匿平成7年2月10日（金） 13:00~
出席者門口、原、加来、兵庫区役所藤本

西岡中村、河田、荒木、内田、白石、事務長、山本、木崎（書記）

1.西岡報告
(1)食堂の電話、放送設備設置完了

(2)校長室、事務室を学校業務に戻していきたい。
(3)グランド駐車 避難者3台
(4)避難者ボランティアの任務、人数はお委せする。

2.門口さん
(1)避難者立入禁止区域の確認（本館2階トイレをまだ使用している避難者あり）

(2)女子更衣室の貼り紙（食堂の和室）実施
3. 山本 名簿チェック実施（前回316名、誤りが多いので再チェック）
4.藤本さん 畳100枚が2/13（月）到着予定、中館に置く予定（後日200枚到着予定）
5.体育館大フロアーから教室、格技室への移動について
(1)西岡案 2/26 (8) -2/27（月）移動、 2/27（月）午後より卒業式準備

2/28（火）卒業式後、シートを敷いたまま清掃、畳を敷く
(2)門口さん 名簿チェック時に説明していく（卒業式、畳が入るの2点を訴える）

畳が後あと200枚あると良い
6.情報処理科の入試について 2/13（月）は救援物資到着の連絡等は静粛に
7.事務長より
(1)畳を敷いた後、名簿に大まかな区画を入れては
(2)段ボールはリサイクルするので、別にして捨てるように

8. 日用雑貨部屋の空箱は取っておいて、不要となった品物を他の避難所へ送付に利用
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2月 13日（月）

情報処理科推藍入試が行われる。

2月14日（火）

授業が再開される (10:00より 40分授業3校時まで）

2月17日（水）

回
避難者対策委員会

平成7年2月17日（金） 13:30~ 
出席者 門口、原、兵庫区役所藤本
（教頭）、西岡中村荒木、内田白石山本住井（書記）

1.職員会議報告（西岡）
(1)本校体育館で卒業式実施決定
(2)2/19（土）指導部会で役割分担、タイムスケジュール決定
(3)来週早々に、校長から説明とお願いに伺う予定

2. タイムスケジュールについて
(1)山本 図面に従いグループ毎に移動、畳は全部で500枚（中館 1階に保管）

体育館前方の避難者⇒教室後方に移動、部屋を決定して移動教室に掲示
(2)白石部屋割り⇒移動計画⇒手伝い人数割当⇒実施
3.移動計画概略
(1)2/25（土）教室・格技室の清掃と断熱材敷き（断熱材は間仕切に再利用しては）
(2)2/26(8)移動、体育館消毒とシート敷き、卒業式準備
(3)2/28（火）消毒とシートのガムテープ止め、畳敷き、移動荷物搬入
4.駐車場について
(1)資材搬入との関係で柔軟に対応、仮設工事決定次第番号打ち直し予定

(2)部外者は入れない
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宿直・回想［濱本雅彦］（7/20)

教員になって 10年、校内合宿以外では校内で宿泊したことはなかった。阪神大震

災のために貴重な経験をすることができた。あの日から半年が過ぎた今、宿直に関し

て感じたことを記してみたい。

私は、男性の教職員の中では、積極的に宿直に協力したわけでない。震災後1月19

日に、神戸市営地下鉄が板宿まで開通したのを機に出勤した。当初、ポランティア的

に自ら名乗りでる形での宿直であったが、私は名乗りでることが出来なかった。神戸

に親戚等がいない家族のことを考えると、どうしてもできなかった。その後のローテ

ーションでの宿泊のみ4回行った。

2月19日、最初の宿直は谷口睦緒さんと二人で行った。ーケ月が経過した避難所

は落ち着きを取り戻しており、大したこともなく話に花が咲いた。ただ、本館一階の

柱の亀裂が不気味だった。

3月6日には女性の職員の宿直が始まっており、この日は中野さん、須谷さんと三

人で宿直を行った。この頃までは、宿直の教職員が避難所の弁当やバン等を気軽に貰

える雰囲気があったと思う。

3月29日、山本則正さんとの宿直は最初から食事を持ち込んだ。ニケ月余りの間

に避難所は、独立した一つの共同体のようになっており、そこから食料を貰うのは気

がひけたからである。

5月14日、一人で宿直した。 4月に山田校長になってから、男性職員一人宿泊体

制になり、二人宿泊体制に比ベローテーションの間隔が随分延びた。個人的にはこの

方が気分が楽であった。

阪神大震災のために自然発生的に避雖所になってしまった割には、神港では順調に

物事が運んだのではないだろうか。教職員は宿直も含めて何らマニュアルのないまま

避難所の運営に当たった。そして、半年何とか乗りきったのである。

今後、様々なマニュアルを整備するとともに、そのマニュアルを二度と使う日が来

ないことを希望したい。
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2月20日（月）

職員会議で卒業式を本校で実施することが決定される。

避難者対策委員会

一平成7年2月20日（月） 15:15,.._, 16: 15 
出席者 門口、原、兵庫区役所藤本
（校長）、（教頭）、西岡中村河田入江荒木白石、事務長山本、西山、

1.移動計画で心配なこと（河田） 住井（書記）
(1)教室の広さは充分か 大切な荷物だけ入れて、それ以外は廊下に出す。
（約17~18名） 教室内に通路は作らない。
(2寇動通路が限定されるが本館廊下は使えないので、北側を使用する。
2.移動教室表配布
3.移動手順説明（白石）
体育館倉庫保管荷物のシール貼り←枇東るだけ多く倉息I：難してもられとあり訊炒（門口さん）
4.移動に関して
(1瑯屋の割当については、各教室にプリントを貼る（山本）
(2)全体の流れと荷物の数を把握したい（門口さん）
(3瀦動順番を逆に訂正 半数終了後は荷物を一旦ステージに上げてシートを敷く
(4)名簿の訂正 未登録者は格技室へ移動する
(5瀦技室移動の方のトイレは、 2階を使用する
(6淋：育倉庫の上の1家族について 猫と危険性で問題
(7)畳の図面 1人当り2.5畳の広さ
(8)段ポール大きさが揃うとよいが………
(9滓業式当日 玄関の掲示板撤去、門ロ・原さんが来賓として出席
(10)本日、大フロアーと会議室の方々に説明とお願いに伺う
5.その他
(1旧赤の映画 中止 (2)風呂（寝たまま入れるもの） 12:00～テント 2張り
(3)水道未定 3月 (4)電源乾燥機用は2台分確保済み
(5)昨日 不審者2名が進入したが、警察に連絡して出ていってもらった。

｀ 
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教師用・卒業式に向けての避難者移動計画（案）

今年度の卒業式を本校体育館で行うために、現在体育館に避難されている方々が体育館
から本館に移動していただけることとなりました。そこで、次のように計画を立ててみま
したので、ご検討ください。

移動にあたっては原則として在校生の 1クラスが移動教室1クラス分を担当する。
（例 Ll-1の生徒はL3-1に移動する避難者の手伝いをする。また、担任の他
に1~2名の先生がLl-1につく）

日程
24日
までに

25日

26日

27日

28日

・避難者の家族構成確認＿―-年齢、人数、持ち物、健康状態等

・クラスの誰がどの避難者の担当をするか

•本館使用の 1 年生は授業終了後、各自の机・椅子を南館へ移動。
各館の清掃（格技室も含む）

・体育館から各館へ移動
※1、2年生が授業なしの登校となる。翌27日が代休

・予行と表彰式は3年生だけで行う。会場準備は3年生で行う。
翌28日の準備も3年生で行う。

・卒業式終了後、在校生登校。体育館の清掃→畳敷き→避難者の移動

2月24日（金）

屈

避難者対策委員会

平成7年2月24日（金） 14:00~14:45 
出席者 門口、原、兵庫区役所藤本
校長、西岡中村河田、入江荒木、白石事務長山岸、住井（書記）

1.移動計画について（西岡）

I 

ー→ ←・

(1)2/25（土） 朝にスムーズな移動を呼びかける（あわてさせないで、ゆっくり移動）
体育館倉庫の清掃、倉庫前の方々の移動は午後より開始

(2)2/26(8) 大きな変更なしで、予定通り10:00~
布団だけの方は格技室へ（末確認者は記号等を付ける）

(3)清掃（山岸）消毒液新聞紙⇒②溺t巾⇒③ダスキン⇒④シート⇒⑤ダスキン
(4漆幕準備
(5)式終了後 ①シート清掃

②畳搬入 中央⇒両側へ敷いていく
③ンートの重ね目をガムテープで固定（畳が無い個所）
④荷物の移勲

⑤体育館入口を二重扉に（隙間風を遮断）
⑥断熱材の間仕切を検討中

(6淋育館倉庫の荷物の受け渡し 河田と門口さんで

(7)電話 2/27（月）28（火）は使わない メッセンジャーとして走る
2.山岸報告大フロアーから和室に2名移動
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避難されている方々へのお願い

毎日、大変な生活ですが、如何がですか。少しは慣れましたか。 まだまだ大変な生活
が続きますが、どうか頑張ってください。
さて、先日よりお願いしておりました「卒業式」の件ですが、皆様のご好意により、本
校体育館大フロアーでとり行わせていただきます。つきましては、下記の通り予定いたし
ておりますのでご了承ください。

日程 記

2月25日（土）までに、係の教師及び生徒が、皆様の所へお伺いいたしますので、
荷物移動についてご相談ください。

2月26日（日）午前10:00頃より、順次移動を開始いたします。

2月28日（火）卒業式終了後、大フロアーの環境改善（シート及び畳を敷く）を行い
ます。その後、皆様に戻っていただきます。誘導等は係の教師及び生徒が行います。

移動先
本館2階3階の教室及び、西館4階の格技室です。
なお、各部屋には「断熱シート」を敷いておきます。

※何かわかりにくいことがございましたら、本部（校長室）までお問い合わせください。

2月25日（土）

卒業式に向けて本館のHR教室の机・椅子を南館へ移動させる。

2月26日（日）

卒業式の準備のため登校日

9:30 職員集合 体育館大フロアー内避難者移動 (HRへ）打合せ
2年生登校・集合指導→荒木

10:00 移動開始、 MBS取材来校 (18:30放映）
11 :oo 移動終了、消毒作業（新聞紙に消毒液を含ませ掃き取るとる）
13:30 1年生登校、卒業式会場づくり

2月27日（月）

3年生登校日
10:00 登校、 HR
10:30 中庭集合→体育館へ、卒業式予行
12:30 体育館へ集合、同50分同窓会入会式、記念品贈呈式、表彰式
1s:oo 自衛隊大型トラック4台が畳400枚を積載し、到着。

男子生徒、ボランティア生徒、職員により畳をリレーで簿記室へ搬送。

2月28日（火）．

一般入試願書受付
卒業式 00:00) 卒業式後体育館フロアーに畳敷き作業 (13:00)

避難者HR教室より体育館フロアーヘ移動、発砲スチロールで間仕切
南館より机・椅子を本館へ戻す。
TBS、・サンTV、YTB取材、放映される。
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3月1日（月）
遥難者対策委貴会

匪董醒〗 立ミ7年3月1（月） 13:30~ 
出席者 門口、兵庫区役所藤本
校長、西岡中村、入江荒木内田白石事務長、山岸、住井木崎（書記）

1.西岡報告
(1)昨日の卒業式のお礼
(2)今後は避難者の方の自立を促す方針 行政が肩代わりして欲しい←藤本さん同意
(3)今後の学校行事 3/20（月） 入学説明会学校で何とかする

4/10（月） 入学式 今後の様子を見て体育館でできるか検討
2.門口さん
実数(2/28現在）は約280名で、昼・夜・週末だけいる人など様々で把握しにくい。

3.校長
仮設住宅が当りやすくするために、本校に登録だけしている人もいると思われる
ので、行政で、仮設住宅申込者に、避難所にいるいないに係わらず公平に扱うこと
を公言してもらいたい旨、校長がお願いしていたと、藤本さんから区役所にしつか
り伝えてほしい。
4.西岡
(1)仮設校舎が建てば、全校集会のスペースが無くなるので、駐車場削減は必至。
駐車場削減は早目に対応したい。
(2)今後、門口さん達リーダーの方々とは、これまで以上に密接に連絡を取りたいが、
一般避難者の方々には、自立を促すために多少、突き放したような対応をすること
もある。
5.避難者の自立について行政への要望
(1)西岡 避難者の自立を促すことについて、藤本さんにも色々お願いしたい。
藤本さん 当然避難者の自立を促すべき。
(2)校長 全く身寄りの無い老人とか、色々状況別にランクがあるだろうが、どれ位

いるのか。
(3)西岡 体育館棟は生活スペースとして一応提供したが、最終的には和室あたりを

考えているが………。
(4)校長 松本地区は都市計画地域で、現在建設不可能なのだから、行政は住宅の確

保をしつかりやってあげて欲しい。
(5)西岡 現在、和室にいる人は病気、年齢等で非常に心配している。例えば老人ホ

(6)校長
藤本さん
(7)事務長

藤本さん
(8)校長
．その他
(1)西岡
(2)白石

ームとか、福祉あたりで何とかしてもらいたい。
今より人数が増えていくようでは、学校で十分な対応もできなくなる。
非常に難しい面もあるが、行政で何とか対応してみる。
兵庫区役所の業務が正常に回復するのが立ち遅れていると聞くが、今後、
避難者がいなくなるまで、藤本さんはいてくれるのか。
それは全く不明。
何とか3/31（金）をめどに、行政の方でもしつかりした対応をお願いしたい。

名簿の作成依頼⇒山本（数日中に）
2/26(8)の大移動の時に、出て行かれたことが確認出来た人もあり、その
名簿が手元に集まっている。
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3月6日（月）
避難者対策委員会

屈置罷〗 平成7年3月6日（月） 15:45-16:45 
出席者 門口、原、兵庫区役所藤本
（校長）、（教頭）、西岡入江内田山岸事務長山本、西村各務

1.水道について（西岡） 住井（書記）
水圧が上がらないので、送水管を地中に埋めないで配管する（仮の蛇口を4個設置）
（ガス管の破壊も大きいと推測される。復旧は予定が立たない。 6• 7月）

2.今後の学校行事について
(1)3／16（木）入学試験 静かな環境で受験させたいので協力をお願いする。

救援物資はグランドで降ろす。
(2)3／20（月）合格発表入学説明会
(3)4／10（月）入学式と説明会
①西岡案 l)断熱材・畳・荷物を両側に寄せて茶幕で隠す

2) 3~4時間かわしてもらう
3)卒業式より小人数だし、後部もかなり空く予定
4)入学式と説明会終了後、速やかに元に戻す
5) 3/19(8)までに結論を出したい
6)畳はステージの奥、倉庫に入れる（消毒も兼ねて移動）
7) 3/15（水）・16（木）に説明とお願いに伺う

②「9D鳳さん 前回のように、荷物に名前を書いてもらうと良い（畳も）
3.名簿について（山本） 修正して整理する。
4.生活面の改善について
(1)カセットコンロの使用について（水道が復旧してから開始）
①感知器との関係 1)魚焼きは外で 食堂の西外側で使用

2)湯沸かし等は中で洗面所右側に机を置き下に何か敷く
②コンロ設置 3台
(2)その他必要な物を救援物資でもらう。
5.駐車場について
(1)本校に避難されている人のみとし、再チェックする。

《断熱材(100枚）到着⇒簿記室へ搬入入江、内田》
①3段階で対処 l)立て看板でお知らせ⇒2)ステッカー配布⇒3)ワイパーに警告文
②電話連絡 警察から働きかけてもらう。
③リスト 門口さんが作成
(2)水道が復旧すれば、仮設トイレは撤去予定
(3)学年集会を行うために、スペースを是非確保したい。 （体育の授業のため）
6.その他 チャイムの10秒前に放送が入ることがあるので要注意（内田）

唇
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3月15日（水）
避難者対策委員会

匿平成7年3月15日（水） 13:35,..._,14:30
出席者 門口、原、加来、兵庫区役所藤本

西岡河田、内田、山岸、山本、谷口、住井（書記）
1. 3/19 (B)の炊き出しについて（谷口）
(1)模擬店 おでん、焼きそば、サラダ、焼肉、しゃぶしゃぶ、 ．たこ焼き(50---100人くらい）
(2)カラオケはどうか 気分転換になって良いと思う（門口さん）
(3)輪投げなど
(4)バザー

(5)12:00,....,15:00 中庭で教師と生徒も入って実施
(6)買い出し 3/17（金）から 容器等は門口さんが準備済み 《谷口退室》
2.生活関連（山本）
(1)ガラス 全部入れ替え予定
(2)水道 体育館以外相当かかりそう（損傷大）
(3)ガス 点検済み もうしばらくすると使用可
(4)食堂 清掃開始 ガスは使用しない。 LPGボンベを使い切らないと危険である。

コンロを準備する心づもり（門口さん）
3.入試について
(1)8:00,....,16:00過ぎまで放送中止
(2)トラックのピポピポ音止めてほしい。
(3)9：00に校門を閉める（必要に応じて開ける）部外者シャットアウト
(4)16:00山本リンダ来校予定 受験生が下校してからにしてもらう。
(5)工事中止 日赤は来ない
4.その他
(1)洗濯機・乾燥機 電源O.K. 3/17（金）から使用
(2)パイプ椅子の運搬 （入学説明会のため） 3/20（月）10:00～約20分 170脚⇒格技室へ
(3)健康診断 3/19(8) ・20（月）実施
(4)体育館の雨漏り 場所が変わってきている
(5)保健（山岸） ①湘i生面に気をつける（のみ、だになど）

麟は大丈夫か
③和室の方々は要注意 早期対策必要
④布団乾燥機を入れよう⇒藤本さんに要望

選闘所への炊き出し（fti；； •生褪ポうンティアによる）（ 3 月 198 )
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神港炊き出し作戦

3月19日（日） 0
0
0

会

0

3
0
0
↓
流

0

…

…

交

：

9

0

2

5

 

1

1

1

 

中庭集合
準備開始
食事開始

12:30からプラバン演奏
カラオケ大会

終了・片付け

おでん （古溝•松尾・左古田・小藍）
焼きそば （山下・冨浦・神野・谷口元）
しゃぶしゃぶ（清水・入江・中村・中島）
焼肉 （瀬川・田中・喜田）
サラダ （藤井・尾崎）
たこやき （谷口睦•西岡 •PTA)
ライス （山野•前田）
わたがし （須浪）

アトラクション カラオケ大会（河田・内藤）
タコ釣り （内田・鈴木）
輪投げ （西山・西村ま）

3月17日（金） 古溝•西山・木下（瀬川・清水）
3月17日（金） 10:00から
水泳部・ソフトボール部・男子バスケット部・男女バレ一部
ソフトテニス部・ポランティア

調理 3月18日（土）より
冷蔵庫（食堂•生徒指導室・職員室）を使用

模擬店

買い出し
テント設営

中 館

口
シャプ
シャブ
サラダ オ式l 廿‘)Ii りタガシ 本

円
館

~j加
南

[
 

館 ロレンタル用品 ボンベ (8LX5本）
コンロ (8本）

レーザーカラオケ
たこ焼き器

救援物資 ボンベ (8LX4本・ 18LX2本）
米（大量）
じゃがいも
容器（大量）・はし（大量）など
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声災後の本校の環1犬と今後の見皿し紗o兌在
神戸市立神港高等学校

I.廂設・設備のIll墳状況
11) 中航1:1.(i) 中館の増困部分（特別敦室 4 室分）が分聞• M料し、現在すでに肝体

済みである． （4階役口のご子！HI関茂末25台はInI"し廃棗．大型日
子計算隅は熊1I)

② 中館の約6分の2 （特別牧室3.晋通牧室1)がは糾し校合にmR
が入る．現在．立入及び使用禁止となっている．

12} 本館は廊下側の柱約2"1)本に大小の亀裂が入る．

(3) 本鰭と向誼・中館の渡り廊下にa裂．現在．使用禁止となっている．
(4) 中mの4分の 1が西下へけ動・陥没．亀裂あり．憩いの広場も土間が少し陥没し
た．

・(5) 中圧の影響で石垣が渡り靡下と共に西へ約30センチけ動した．

その石垣のため南館の一部 (OA敦室、図書室、保虹室）が一時使用禁止となる．

i6) プールは1n填がひどく．頂在すでに閉体済みである．

(7) グランドは屑墾側周11D(4分の3)が約 10~5メートルの幅で陥没した． （現

．7.窪地して使用中）

¥8, 水道置が随所で破断した．

4
2
ー

ー 2.本校内の辺且者について

II) 頂在の選罷者数は約300名となっている． （凩高時約900名）

(2) 本校内の避精場所は1打存訊9棗（大フロアー、小体育室．大会議室・和区) :.なって
いる．

13) 物資の供給場所として食宮を使用中である． （本部としても使用中）

(4) 本校職員組ほとして、潤ff老対ill委貝会を設口し．選＂者代表と緊密にミーティン

グを開償し対応している．

3.新年度への対応

(I) 校内ライフラインの確保

① 四気は震災4日後夜に復1[3した．

② ガスは未供給であるがガス行は健全、新年度には復18するしのと期待している．

③ 水道官は現在） 00％近く IUl□した．
(2) 施役 ・tl偏の確保

① 笞通敦室

I 6枚室I遠来の目通91そが使用可能で 2.3年生が使用予定．新）年生は仮
設孜室 (3月27日完成予定）で対応する．

② 特別教室

ァ． 8特別敦室が使用できない状況にあるが、他校舎への移転等で対処の予定であ

る．

イ、情輯処頂実習室・t"＂9籍室は中館へ、被服室は仮れ校合に碩保の予定であ
る．

ウ、中館内の霞道教室・社会科牧室は使用可能な方向へ開力中である．

（本館のOA牧室、図書館、酉館の音楽室、理科2穀室、 l.L牧室｀視屁買室｀

関理室、美術室は健在で従来通り）

③ グランド等体百施設

ァ．体育館棟I:.遺＂場所として使用中で 1曼業用としては使用できない状況下にあ

を選謂者の減少を待って使用する．

イ、グランドは"II!!し使用可能状況にあるが、西側半分は仮設校合を廷棗中で、 91

りは選ft者駐取場として使用中である．駐車台数の減少を待って便用の予定であ

る．また．本校北IJ.9の水道局のグランドの（引用を干定している．

ウ、格技室（西館）は従来通り使用可能である．

④ パーソナルコンピュータ笞ー屈充実・覧備の干定である．

⑤ 食堂は選＂者と本校生が時間を割り振るなどして共用していく方向であり、食堂

も新学期より間業する方向で検討中である：

(3) 始藁式は本校中Ill（雨天8与は格技窒とHR教室のIIt用）で実施する．

(4) 入学式は神戸市立閉IIll兵腹高校を信用し｀ 4月10日（月）午後 1時30分より卒行

の予定である．

15) 新年度の1曼業態笞

前述のように、施設・穀備の確保については一郎仮設教室の使用と体育施設の確保

に不十分さが残るが、ほぼ平常問のIll業屑開ができる方向にある．また神戸市営地
下9天上沢駅も4月中旬には使用できる見通しもあるなど。交通事切も好転してきてお

り．平常時と同様の1曼業態~,が確保できる見通しである．また、石災による授藁の遅

れの回復策については． t9月末よりの新年度態門の中で検討していく．

(6) 被災生徒への対応

① !6視間の支援を受けながら． 9勿心両面から支援を組紐する．

② 避＂場所など学習困難な状況下にある生徒のため、校内に放謀役筍の学習場所を

確保する．

4.進98指導

太年度の就国は不況下にあって聞しさがあったが全員が内定した． ul牛の震災後の取
り消しについても速やかに用受験・内定し． 4月からは釈日希望名全Hがそれぞれのロ
場で活躇する子定てある．進学i指定校惟閏などもあり例年の実ほを研俣した．

なお、来年度の進93頂填、特に就脇については一層既しさが子想されるので、進躇I旨
辺体制を一層充実させる．



緊急医務室報告
山岸美智子

普段、何気なく見ていた「避難所」という標識がこんな形で現出するとは、思ってもみ
ないことでした。
当日私が学校にたどりついた時、校長が「トイレというトイレはうんこが山盛りであふ
れそうや、どないしたらええやろ」と頭をかかえていました。水なし、電気なし、ガスは
無論のこと。
学校周辺は燃えさかっていましたし、人々は煤けた顔に布団を背負い、両手に荷物を提
げて右往左往していました。学校も人々でごったがえしていました。
それにしても今度の震災でどれほどたくさんの人に助けられたことでしょう。いざとな
れば人間、こんなにいたわり合い、助け合うことができるのだ。人間もまだまだ捨てたも
のではないと、私の心には力が湧いてきました。
日本赤十字社の医療班の統率のとれたキピキビした動き、西市民病院看護婦の地域に根
ざした丁寧な働きぶりなどは学校という狭い世界を仕事場にしていた私へ開眼をうながし
てくれました。

0小会議室を緊急医務室に当て、次のような仕事をしました。

l．必要な薬品、医療品の整備：保健室のものを運び込んで使用したが、不十分で保健
所に電話をし、その都度運んでもらった。

2.入院患者、重症者を保健所に連絡、入院の手配、搬送の世話。

3.校内の保健活動：洗面所にうがい薬、手指の消毒液を常備、トイレ消毒、清掃。
［本校女子ポランティアが担当］

4.その他：次々に寄せられる医療器具、薬品類の救援物資の受取り、整理。

0医療に携わった人々

女京大医療班 (1120~1/23) 胃
女日赤医療班 (1/24~3/15）ー―-西日本を中心にした 11県20支部。当初は毎日14:00

にチーム交替→1日交替→12:00までと次第に時間も人
数も規模縮小。

女西市民病院看護婦(1/21~3/29）一―-本校卒業生(S.63)であり、本校の避難者でもある
進藤亜寿香さんのボランティアから始まり、 1/21
からは制度化され5人の当番制→2人→ 1人

玄西市民病院医師(3/9,3/14,3/16）一―-巡回医療(13:00~15:00)

女東京都保健婦(2/1~3/29)---2人でチーム、地域も含めて避難者の話に耳を傾ける。
毎日→隔日→3日おき→なし

女神戸医師会(3/16~3/25）ー―-当番制 1人(14:00~ 16: 00) 
毎日→隔日→なし

玄その他…神戸市柔道接骨医、神戸市鍛灸師、日赤ストレスチーム、神大精神科医、
あったか湯入浴サービスなどのボランティアグループ。
なお、内科校医の河合先生からは、カルテ用紙や入手難の薬を頂載したり
聴診器までもお1昔りして大助かりしました。
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0医療の日録（西市民病院の看護婦の記録ノートを参考）

1/17（火） 避難者、約900名。次々と増え続け、廊下にまであふれかえる。

18（水） ポランティアより薬品が届く。避難者の中の本校卒業生でもあり、看護婦
ある進藤亜寿香さんが症状により、薬品を配る。

19（木） ポランティアの医師（氏名、専門、所属など不明）があらわれ、治療を行
う。

20（金） 京大医療班が治療を行う。保健所より、学校に救護所をつくるよう依頼さ
れる。小会議室を救護所とする。診察を受けた者、 60-70名。

21（土） 京大医療班＋西市民病院の看護婦2名十進藤さんで医療に当たる。
22（日） 同上
23（月） 同上

24（火） 日赤—ー島根県支部01:oo~13:oo) 約50名が受診
神戸市柔道接骨医の巡回(14:00~15:30) 10数名受診（骨折、打撲など）
西市民看護婦の配属者5名が決まり、当番制となる。

25（水） 日赤——岡山県支部(9:00 ~11:00---14:00でチーム交替）約80名受診
95歳の女性：排尿を減らすため水分を制限し、脱水症状を起こす。

26（木） 日赤——岡山県支部、西市民看護婦 2名 約60名受診
84歳男性：タール便、衰弱がひどく、川崎病院に入院。多発性胃潰瘍と

診断される。

27（金） 日赤——岡山県支部、西市民看護婦 2名 約60名受診
便秘の訴え増加。 95歳女性： 6日間排便なし。

28（土） 日赤——岡山県支部、西市民看護婦 2名 約70名受診
47歳女性：右義眼の洗浄できず。生食水が手に入らず、鏡もなく、人目

につかぬ場所もないままに、震災以来一度もできていないと
の訴えあり。かっては日に2回実施していたという。ドクタ
ーが義眼及び眼窯を生食20mlX 3回洗浄する。

29（日） 日赤——岡山県支部、西市民看護婦 3名 約70名受診

30（月） 日赤——岡山県支部、西市民看護婦4名 約70名受診
風邪流行のきざし。 73歳男性、衰弱激しく小原病院へ入院。

31（火） 日赤——岡山県支部、西市民看護婦 3名 約45名受診
喘息、肝炎、高血圧、神経痛などの持病の悪化が見られる。
73歳男性：発熱、脱水傾向、衰弱強く、徒歩すら困難。胃癌の疑い

川崎病院に入院
95歳女性：結滞あり。悪条件の下での生活が思いやられる。

2/ 1（水） 日赤——岡山県支部、西市民看護婦 3 名
高齢で体が不自由、病状の重い人を、畳が敷いてあり、トイレ、食堂に近
い和室に移す。 (1 2名）
神経症（不眠、イライラ、うつ傾向）の訴え多し。
75歳女性：定期預金の満期金が焼けてすべて灰に。落ち込みがひどく要

注意。
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2 （木）

3 （金）

4 （土）

5 （日）

6 （月）

7 （火）

8 （水）

9 （木）

10（金）

11（土）

12（日）

13（月）

日赤——岡山県支部、西市民看護婦2名

日赤——広島県支部（岡山支部より規模縮小、医師 1 、看護婦 3 、他2)
西市民看護婦2名
85歳男性：高熱にて川崎病院入院（肺炎）視力、聴力障害、身障1級
84歳女性：避難所で滑り転倒、脚を骨折、入院
地域にも巡回医療。会下山公園のテント暮しの1人は心筋梗塞の術後生活
者である。他に男子ばかり、 26名がテント生活。中の1人は肝機能障害
で下肢に浮腫あり。

日赤——福岡県支部、西市民看護婦2名 東京都保健婦2名 30名受診
71歳女性：左半身麻痺、脳梗塞の疑い、神戸日赤でCT検査。

日赤——熊本県支部、西市民看護婦2名 30名受診
45歳、 25歳女性：精神科的疾患の可能性があるので、ドクターを要請す

る。

日赤—•大分県支部、西市民看護婦2名 28名受診
79歳女性：肺雑音あり。肺炎の疑いで救急車で日赤病院に運ばれる。

日赤——福岡県支部、西市民看護婦2名
兵庫区役所よりボランティア来校（食事、トイレ歩行の介助など）
74歳女性：トイレにて転倒、上肢骨折、小原病院へ入院。

日赤——長崎県支部、西市民看護婦2名 30名受診
45歳女性：仮設住宅の抽選にはずれたことでストレス大。体育館でも医

務室でも不満をのべ立てる。精神科の往診が必要。
74歳女性：前の住居全焼、今度の住居も地震で全焼。その後不眠症状が

続く。投薬が必要。
78歳女性：杖歩行、腰痛で入院。

日赤——長崎県支部、西市民看護婦2名 30名受診
女性用更衣室の設置、食堂東側の控え室を当てる。

日赤——長崎県支部、西市民看護婦2名 29名受診

賛
78歳男性：夜間頻尿 (2時間に1回）、付き添いの妻の疲労も大。泌尿

器科の診察が必要。
入浴サービスの依頼をする。
日赤災害対策本部より 5名来校。心療内科、災害によるストレスなどの精
神面の援助のため。

日赤--熊本県支部、西市民看護婦2名、ストレスチーム巡回 29名受診
74歳女性：生保の件で東京の保健婦さんと福祉事務所へ行く。
ストレスチームが一人一人に声にかけ、精神的慰安への援助をする。

日赤--熊本県支部、西市民看護婦2名、ストレスチーム巡回 32名受診
36歳男性： 2/10交通事故、小原病院で治療、松葉杖歩行。
82歳女性：下剤、止潟薬乱用、薬は預かる。
67歳男性： 4日間生き埋めの後救出、朝日病院に入院し、退院後本避難

所へ。左肩部、右下腿に潰瘍状の創傷あり。
入浴介助者： 11人
日赤ーー熊本県支部、西市民看護婦2名、ストレスチーム巡回
入浴サービス、介護入浴（設備ボランティア3名、介護ボランティア4名）
来校
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14（火） 日赤--熊本県支部、西市民看護婦2名 47名受診
高齢者への対策として、寝たきりにならないよう散歩の奨励、うがい、手
洗いの励行、消毒液がオスバン液からウェルバス変更。

15（水） 日赤——福岡県支部、西市民看護婦2名 33名受診

16（木） 日赤--福岡県支部、西市民看護婦2名
67歳男性：タール便続くため救急車で川崎病院へ

17（金） 日赤——福岡県支部、西市民看護婦 3名、東京都立川保健所保健婦巡回
(2/14 -19) 

18（土） 日赤—ー沖縄県支部、西市民看護婦 2名
運動不足解消と気分転換もかねてラジオ体操を始める。 （毎日午後、希望
者対象）

19 （日） 日赤--沖縄県支部、西市民看護婦2名
68歳男性：入院中だが付き添いのボランティアが2日目から来なくなる

今後のことを保健所に依頼する。

20（月） 日赤＿—沖縄県支部、西市民看護婦 2名
45歳女性：祖母との関係、息子との関係でイライラ、精神科医の診察を

受け、 1時間程話を聞いてもらう。内服薬の投薬を続ける。
精神科医は湊川中学に常駐。

37歳男性：目はうつろ、精神状態不安定、内服薬の投薬を続ける。

21（火） 日赤——熊本県支部、西市民看護婦 2名、あったか湯の入浴介助

22（水） 日赤——熊本県支部、西市民看護婦2名

23（木） 日赤——熊本県支部、西市民看護婦 2名
保健所からの通知：受診料は家が全・半壊、全・半焼、世帯主死亡の場合
は申し出れは無料。入院費も食費、入院料は無料、部屋代、付添費は有料
95歳女性：岡山の親戚宅へ
37歳男性：精神不安の症状悪化、神大精神科医のフォローを受ける。

24（金） 日赤--東京都大森支部、西市民看護婦2名
日赤の診療時間が12:00までとなる。それ以降の診療は湊川中学へ(15:oo
-20:00まで行う）。日赤の診療を次第に減らしている方針。

25（土） 日赤——静岡県浜松支部、西市民看護婦 2名

26（日） 日赤——静岡県浜松支部

27（月） 日赤——静岡県浜松支部

28（火） 日赤--静岡県浜松支部

3/ 1（水） 日赤——岡山県支部、西市民看護婦 1 名

2 （木） 日赤——岡山県支部、西市民看護婦 1 名
女性：蝶形紅斑症状で受診。

3 （金） 日赤——岡山県支部、西市民看護婦 1 名
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57歳男性：難聴（身障1級）、補聴器紛失、下沢通りの吉田勝恵商店の
無料サービスを受ける。

4 （土） 日赤——岡山県支部、西市民看護婦 1 名
37歳男性：以前から精神状態が不安定だったが、症状が更に悪化、食堂

で倒れる。 14:oo、福祉事務所の職員に付き添われて垂水病
院に入院。

5 （日） ～8 （水） 日赤——高知県支部、西市民看護婦 1 名

9 （木） ～12（日） 日赤——山口県支部、西市民看護婦 1 名
西市民病院巡回診療（月～金）、耳鼻科13:00~15:oo 
3/10--85歳男性：これまで世話をしていた孫娘が、ケンカをして帰ってし

まう。食事、排便の世話をする者がいなくなり、和室の
他の人からの苦情あいつぐ。

13（月） ～15（水） 日赤——広島県支部、西市民看護婦 1 名
3/14、西市民病院巡回診療、整形、皮膚科 13:00~15:oo
3/15 12:00で日赤の巡回医療終了となる。
77歳女性：震災のショックで難聴となる。補聴器の依頼あり。
85歳男性：明石の老人ホームヘ入所、三ヶ月の予定。

16（木） 西市民病院巡回診療（整形、眼科）、兵庫区医師会巡回 (14~16、毎日）
基本線として健康相談であって、地域の医院を紹介することが方針。その
ためか受診者はほとんどなし。

18（土） ストレスチーム来校

19（日），20（月） 10:00 ~ 12:00保健所より避難者全員の健康診断

22（水） 80歳男性：入院先で亡くなる。

25（土） 医師会健康相談は火、木、土 14:00~16:ooに変更。
西市民看護婦の健康観察巡回も回敬を減らし、 2日に 1回→3日に 1回→
なしという形で自然消滅にもっていく方針。

26（日） 73歳男性：入院先で亡くなる。
45歳男性：不眠の訴え、精神科の医師に来てもらう。ゆっくり話を聞いて

もらい落ち着く。

29（火） 保健所より保健婦が西市民看護婦の申し送りを受けにくる。その折、カル
テを全部持ち帰り、保健所に保管することになる。
東京都からの保健婦の巡回は今日で終わりとなる。

悶闘翌翌贋蹂謡翡悶諸霜゜を終える。 /0 
記録を辿ってみると、本当にたくさんの人々に援けられて救急医務室は成り立っていま
した。特に西市民病院の看護婦の活躍は非常に有り難かった。終始メンバーが変わらなか
ったために、長期間にわたって継続して避難者の健康に眼をくばってもらうことができま
した。避難者の顔と名前、年齢、既往症、病状などを知り、次々と訪れる医療チームに情
報が提供できたということも、連携を回るのに役立ったと思います。若い彼女達の慟きを
思い出して、今更ながらにその使命感の強さに心打たれます。
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震災による生徒の被災状況について、本校同和委員会を中心に調査が行われました。結
果のまとめがありますので掲載します。 [1ヶ月後、 3ヶ月後の調査があります］

保護者各位
平成 7年 2月23日

兵庫県南部大震災被災状況調査のお願い

神戸市立神港高等学校

校長福尾康之

大震災から一ヶ月余が経過しましたが、まだまだ大変な多大な労苦を強いられ

た毎日をお送りのこと、あらためてお見舞い申し上げます。本校も校舎、施設、

設備全般にわたり甚大な被害を受けましたが教臓員一同全力で生徒たちが安心し

て学校生活を送れるよう努力を続けています。つきましては、今後の学校運営、

就学援助等に生かしていくために、また生徒の置かれている状況を把握しきめ細

かな指導に生かしていくために被災状況調査をお願いすることになりました。思

い出すのも恐ろしい震災でまだまだ心の余裕もなく、プライペートな部分にふれ

ることもありお答えにくい部分もあると思いますが趣旨をご理解いただきご協力

をお願いします。ご回答いただいたアンケートについては上記の趣旨に沿うよう

用いるのみで、個人的な状況を学校外部に出すようなことは一切ありませんので

よろしくご理解、ご協力をお顧いいたします。 （記入されましたら 3月4日（土

）までに担任までご提出下さい）

L・C・D科（ ）年（ ）組（ ）番生徒氏名（

〇函査（該当項目の番号①②・・・に0印を入れて下さい）

｛零犀について）

Q 1. 区役所等に被災（罹災）届けを申請し、被災（罹災）証明を受けましたか

①受けた ②受けない ③申請中 ④役所の調査待ち ⑤その他（ ） 

Q 2. Q 1で ①受けた と回答された方にお尋ねします。

認定内容は次のどれに該当しますか

①全壊 ②全焼 ③半壊 ④半焼 ⑤一部損壊 ⑥一部焼失

⑦その他（ ） 

Q 3. Q]で ①受けた と回答された方以外にお尋ねします。

ご自身で判断して、被苫状況は次のどれに該当しますか。

①全壊 ②全焼 ③半壊 ④半焼 ⑤一部損壊 ⑥一部焼失

⑦その他（ ） 

Q 4. 今後の住居についてお尋ねします。

まだまだ、不確かな部分もあると思いますが、当面の居住状況は次のどれに
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該当しますか。

①震災前に住んでいた住居に居住できる

②震災前後で居住地が変わった

Q 5. Q 4で ②震災前後で居住地が変わった と回答された方にお尋ねします

居住地あるいは避難先を記入して下さい。

（ ）  

（生言十に：：：てつしヽてご）

Q 6.震災前の主たる生計維持者の収入形態はどれに該当しますか

①会社員（給与所得者） ②パート収入（給与所得者） ③自営業

④その他（ ） 

Q 7.震災後収入減となりましたか

①まったく収入がなくなった

②大きく減である (1/ 2以上減収の見込）

③かなり減である（ 1/3以上～ 1/2以下減収の見込）

④やや減である (1/ 3以下減収の見込）

⑤変わらない

⑥その他（

Q 8. Q 7で ①～④のいずれかに阿答され，方にお尋ねします

よければ、状況を記入して下さい（例： 0勤務先がつぷれて倒産して解雇さ

れた、 0自宅待棧の状況である、 0自営業で店がつぶれ営業の一見通しがたたな

い・・・等）

（そ夕佃）

Q 9.今回の震災に伴って、ご子息が高校生活を送るにあたりお困りの点、学校

に望みたい点があればご記入下さい。 （例： 0制服が失われた、 0家庭学習の場

が燕い、 0学用品が失われた・・・・等）

（ご協力ありがとうございました）
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阪神。淡路大震災被災状況調査

（保護者・平成 7年 2月23日～実施）糸吉身芝 i二てつしヽてご

1.震災による生徒の被災状況を把握するため 1、2年生の保護者に協力を依頼
し、提出をお願いしたところ以下のような提出状況であった。

（提出状況）

全体 調査対象数 5 8 8 提出数 4 9 8 回収率 8 4. 7 % 
（任意提出であったにもかかわらず、多くの保護者の方にご協力いただいた）

1 学 年 2 学 年

クラス 在藉数 回収数 回収率（況） クラス 在籍数 1回収数 回収率（芸）
Ll 40 34 85.0 Ll 3 9 3 7 94.9 
L2 3 8 20 52.6 L2 4 0 3 8 95.0 
L3 40 3 2 80.0 L3 ！ 3 7 2 4 64.9 
L4 I 40  3 3 82.5 L4 3 9 3 8 97.4 
C 1 3 9 I 34 87.2 Cl 3 6 3 5 97.2 
C2 4 0 40 100.0 C2 3 6 I 2 8 ！ 77.8 
Dl 40 2 1 52.5 C3 44 : 44 i 100.0 
計 2 7 7 2 1 4 77.3 D2 4 0 40 ！ 100.0 

計 I 3 1 1 2 8 4 ! 91. 3 

2.選択回答項目の調査結果について学年別とその合計の結果は以下の通りであ
った。 （質問内容は別紙参照。回答項目櫂の 0については無回答を示す）

1 学 年
軽頂月 Ql Q2  Q3 Q4 l Q6 Q7 
① 95(44.4)1 28(13.1) 6(2.8) 174(81. 3) 158(73.8)/ 12(5.6) 
② 89(41.6) 5(2.3). 0(0.0) 35(16.4) 10(4.7) 18(8.4) 
③ l 1 5 (7. 0) 42(19.6) 13(6.1) ／ 34(15.9): 33(15.4) 
④ 9(4.2) 3 (1.4) 0(0.0) ／ i 12(5.6) 43(20.1) 
⑤ I 5(2.3) 21(9. 8) 40(18.7) L_ ／ ／ 103(48.1) 
⑤ ／ 0(0.0) 0(0.0) ／ ／ 4(1.9) 
⑦ ／ 1(0.5) 36(16.8) I/ レ／ -----゜
1(0.5) 1 1 4 (5 3. 3) 119(55.6) 5(2.3) I 0(0.0) 1(0.5) 

2 学 年
財濁月 Ql Q2  Q3 Q4  Q6 Q7 
① 143(56.4) 47(16.5) 7(2.5) 210(73.9) 175(61.6) 29(10.2) 
② 100(45.8) 3(1.1) 1(0.4) 57(20.0) 21(7.4) I 30(10.6) 
③ I 19(6.7) 67(23.4) 20(7.0) ／ 62(21.8) 32(11.3) 
④ 8(2.8) O(O.O) 0(0.0} ／ 16(5.6) 57(20.1) 

噂
11(3.9) 32(11.3) 44(15.5) ／ ！ ／ 122(43.0) 
／ 0(0.0) 0(0.0) ／ ／ I 8(2.8) 

⑦ 0(0.0) 22(7.7) V ／ 

゜
3(1.1) 13 5 (4 1 :-5), 19 0 (6 6. 9) I 17(6.0) 0(0.0) i 6(2.l) 
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1 
一
2 学 年 言十

甘苔翻 Ql Q2  Q3  Q4  Q6  | Q7  
① 238(47.8) 75(15.1) 13(2.6) I 384(78.5) 333(66.9)1 41(8.2) 

② 189(38.0) 8(1.6) 1(0.2) 92(18.5) 31(6.2) 48(9.6) 
③ i 34(6.8) 109(21.9) 33(6.6) ／ 9 6 ( 1 9 . 2 ) 1 祠6面5(一祠1 3 . 1 ) 
④ I 17(3.4) 3(0.6) i 0(0.0) ／ 28(5,6) I 
⑤ 16(3.2) I 53(10.6) 84(16.9) ／ ／ 225(45.2) 
⑥ ／ 0(0.0) 0(0.0) ／ ／ 12(2.4) 

⑦ I~ 1(0.2) i 58(11.6) I/ ／ ---
゜
i 4(0.8) / 249(50.0)i 309(62.0)I 22(4.4) 10(2.0) 7(1.4) 

特に注目すべきは、 Q2①②③④を合計すると 1・ 2年生の 39. 2％に相当
する家屋が全・半壊あるいは全・半焼の罹災証明による被害の認定を受けている

こと。また、生計については Q7の①②を合計すると 17. 8％に相当する家庭
において①全く収入がなくなったあるいは②大きく減である (1/ 2減収の見込
み）と答えたことで、今回の地震によって子供達の生活基盤が大きく破壊された

ことを表している。調査時点が 2月23日ということで、全市的な復興のあゆみ
とあわせて生計については今後徐々に改善のきざしはみえてくるものと思われる

が、家屋については今後も長期間にわたり厳しい状況が続くものと思われる。

生徒の今後の就学保障に生かすというこの調査の趣旨にもとづき、われわれ教

師は今後も生徒の生活実態を丁寧に把握し教育活動に全体にわたって生かしてい

くことが求められていると考える。

3. クラス別集計について
①表中の左端の番号は出席番号である。
②選択項目による質問 (Q1、Q2、Q3、Q4、Q6、Q7)については表
中に答えた番号の数字を記してある。 Q6の質問（主たる生計維持者）の質
問については 2つ選択回答（①会社員と②パート収入）をした者が若干みら
れたが父母両方の収入形態を答えたものと推察されるので①会社員を選択し

たものとみなした。 0はその項目について無回笞であったことを示している
。また＊の記号は調査回答の提出がなかった者である。

③表の下段の数字はクラスの集計である。

④ （記入櫂：については、回答いただいた記述をほぽ原文のまま記述してある

。表中の（記入櫂）のア、イ、・．．の記号については、表の右の文章の冒

頭の記号ア、イ・・・と対応している。
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平成 7年4月10日
保護者各位

阪神・淡路大震災被災状況調査のお願い

第一学年主任古溝茂

同和教育主担小薮敏

大震災から三ヶ月近くが経過しましたが、まだまだ大変な労苦を強いられ生活

再建のためにご苦労の多いことと思います。あらためてお見舞い申し上げます。

本校も校舎、施設、設備全般にわたり甚大な被害を受けましたが新入生が希望を

持って高校生活を送れるよう、教職員一同全力で努力を続けてまいりました。ま

た、約 30 0名余の被災者の方々が体育館を中心に現在も避難生活を送られてい
ます。

つきましては、今後の学校運営、就学援助等に生かしていくために、また生徒

の置かれている状況を把握しきめ把かな指導に生かしていくために被災状況調査

をお願いすることになりました。プライベートな部分にふれることもありお答え

にくい部分もあると思いますが趣旨をご理解いただきご協力をお願いします。ご

回答いただいたアンケートについては上記の趣旨に沿うよう用いるのみで、個人

的な状況を学校外部に出すようなことは一切ありませんのでよろしくご理解、ご

協力をお願いいたします。 （記入されましたら 4月 16日（土）までに担任まで
ご提出下さい）

L・C・D科 1年（ ）紐（ ）番生徒氏名（ ） 

〇醐査（該当項目の番号①②・・・に0印を入れて下さい）
（家屋について）

Q 1.区役所等に被災（罹災）居けを由請し、被災（罹災）証明を受けましたか
①受けた ②受けない ③申請中 ④役所の調査待ち ⑤その他（ ） 

Q 2. Q 1で ①受けた と回答された方にお尋ねします。
認定内容は次のどれに該当しますか

①全壊 ②全焼 ③半壊 ④半焼 ⑤一部損壊 ⑥一部焼失

⑦その他（

Q 3. Q 1で ①受けた と回答された方似外にお尋ねします。
ご自身で判断して、被害状況は次のどれに該当しますか。

①全壊 ②全焼 ③半壊 ④半焼 ⑤一部損壊 ⑥一部焼失

⑦その他（

Q 4.現在の住居についてお尋ねします。
まだまだ、不確かな部分もあると思いますが、現在の居住状況は次のどれに

該当しますか。

①震災前に住んでいた住居に居住している

②震災前後で居住地が変わった
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Q 5. Q 4で ②震災前後で居住地が変わった と回答された方にお尋ねします
①現在の居住地についてさしつかえなければご記入下さい。 （例：・親戚宅に

世話になっている、 ・実家に避難している、 ・当面00小学校の避難所で生
活をする）

（ 

②将来的（ご子息が高校在学中の三年の問）に居住地はどうされますか

①震災前の居住地に戻る予定である

②他の居住地へ転居の予定である

③まだまだ予定がたたない（当面現在のままである）

④その他（ ） 

（生言十にこ-つしヽてご）

Q 6.震災前の主たる生計維持者の収入形態はどれに該当しますか
①会社員（給与所得者） ②パート収入（給与所得者） ③自営業

④その他（ ） 

Q 7.震災直後は収入においても様々な変動があったと思いますが、三カ月近く
たった現在の収入の状況は

①まったく収入がないままである

②大きく減である (1/ 2以上漑収）

③かなり減である (1/ 3以上～ 1/2以下減収）
④やや減である (1/ 3以下減収の見込）
⑤変わらない

⑥その他（ ） 

Q 8. Q 7で ①～④のいずれかに阿答された方にお尋ねします
よければ、状況を記入して下さい（例： 0勤務先がつぷれて倒産して解雇さ
れた、 0自営業で店がつぶれ営業の見通しがたたない、 0速隔地への勤務を命
ぜられた・・・等）

（その他）

Q 9. ご子様が高校生活を送るにあたりご心配の点、学校に望みたい点があれば
ご記入下さい。

（ご協力ありがとうございました）
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阪神ー淡路大震災被災状況調査

（保護者・平成7年4月10日～実施）系吉身ミにこ一つしヽてご

1．旧学年の 1・ 2年生と同様、震災による生徒の被災状況を把握するため新1年生の保
護者に協力を依頼した結果、提出状況は全員の保護者（留年生1名を除く）から提出い
ただいた。質問項目の内容については、 Q5②の将来的（ご子息が高校三年間の間）な

居住地についての問をつけ加えたのみで他は旧学年の調査内容と同じである。

2.選択回答項目の調査結果について学年の合計の結果は以下の通りであった。 （質問

内容は別紙参照。回答項目揺の0については無回答を示す。また（ ）肉の数字は％

比率を示す）

蛎 1 学 年

酪月 Ql Q2 Q3 Q4 Q5② Q6 I Q7 
① 217(77.5) 53(18曹9) 4(1雙4) 231(82.5) 18(6.4) 191(68.2)! 19(6.8) 

② 57 (20.4) 1(0.4) 0(0.0) 44(15.7)/ 14(5.0) 15(5.4) I 14(5.o) 
③ 0(0.0) 84(30.0) 10(3.6) 八 27(9.6) 53(18.9)[ 24(8.6) 
④ 2(0.7) 0(0.0) 0(0.0) ／ 6(2.1) 1 8 (6. 4) | 5 9 (2 1. 1) 

⑤ 4(1.4) 76(27.1) 17(6.1) I ／ ／ // 158(56.4) 

⑥ ／ 0(0.0) 0(0.0) ／ ／ /., 5(1.8) 
⑦ ／ 0(0.0) 26(9.3) V ／ ／ 

I -----

゜
0(0.0) 66(23.6) 223(79.6)¥ 5(1.8) 215(76.8)1 3(1.1) I 1(0.4) 

（比較資料）

1日 1 
一
2 学 年 言十

酪熊 Ql Q2 Q3 Q4 I Q6 Q7 
① 238(47.8) 75(15.1) 13(2.6) 384(78.5) 333(66.9) 41(8.2) 

② 189(38.0) 8(1.6) l(0.2) 92(18.5) 31(6.2) 48(9.6) 

③ 34(6.8) 109(21.9) 33 (6. 6) I ／ 96(19.2) 65(13.1) 

④ 17(3.4) 3(0.6) 0(0.0) ／ 28(5.6). 100(20.1) 
⑤ 16(3.2) 53(10.6) 84(16.9) ／ ／ 225(45.2) 
⑥ ／ 0(0.0) 0(0.0) ／ ／ 12(2.4) 
⑦ I/ 1(0.2) 58(11.6) I/ ／ 一゜
4(0.8) I 249(50.0) 309(62.0) 22 < 4. 4) I 10 (2. o >, 7 (1. 4) 

3.クラス別槃計について
①表中の左端の番号は出席番号である。

②選択項目による質問 (Q1、Q2、Q3、Q4、Q5②、 Q6、Q7)については表

中に答えた番号の数字を記してある。 Q6の質問（主たる生計維持者）の質問につい

ては2つ選択回答（①会社員と②パート収入）をした者が若干みられたが父母両方の
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収入形態を答えたものと推察されるので①会社員を選択したものとみなした。 0はそ

の項目について無回答であったことを示している。また 9の記号は調査回答の提出が

なかった者である。

③表の下段の数字はクラスの集計である。

④ （記入櫂）については、回答いただいた記述をほほ原文のまま記述してある。表中の

（記入欄）のア、イ、 ・・・の記号については、表の右の文章の冒頭の記号ア、イ・

..と対応している。

4.集計結果についての若干のコメント
①Qlの被災証明をうけましたかという質問に関しては、旧 1・2年生の調査時点より

も約50日余のずれがあるため、新1年生では大幅に増加しており、被災者の認定に
対する積極的な申し出があったことをうかがわせる。

②Q2の全半壊、全半焼については新1年生では合計（回答項目①～④選択） 49. 3 
％にもおよび、約半数の生徒が家屋の大きな損壊の被害を受けている。 （旧1・ 2年

生の調査時点では39.2%) 

③Q4.の現在の居住地については、震災前に住んでいた住居に居住している者（回答

項目①選択）が新1年生では82. 5%、旧1・ 2年生では78. 5％で、比較して
4％の増加ではあるが、 Qlの認定の程席の増加と合わせて考えると、徐々にではあ

るが一時の仮住居からもとの住居へ復帰していることがうかがえる。

④Q5②将来的な居住地については、約1割〔 9.6%〕 （回答項目③）の者が、まだ

まだ予定がたたないと答えており、今後の指迫上の配慮を要する点にあげられる。

⑤Q7の収入状況については、 1/2以上減収と答えた者（回答項目①②選択）が新一
年生では11.8%、旧1・ 2年生では17.8％であること、また、変わらないと
答えた者（回答項目⑤選択）は新1年生で56. 4%、旧 1. 2年生では45. 2_% 

であったので震災後の日数の経過に応じて非常に厳しい状況に置かれていた家庭が徐

々に回復に向かっていることがうかがえる。が、まだ1割の家庭が1/2以上の減収
の状況におかれているので厳しい状況は依然として統くものと思われる。この点につ

いても生徒指導上の配慮が必要である。
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新年度に入り、避難者対策委員会を解散し、新たに震災対策委員会を設置した。メンバ
ーは、西岡、河田、山本（事務）、山岸、各務、谷口睦、門口さん、原さんとし、今後の
避難者の対応にあたることにした。

震災対策委員会概要

第1回 (4. 1 1) 

・グランド倉庫の住民、ネコ5匹を本部（体育館更衣室）に移動してもらう。その後、倉
庫にスミチオン散布。
・食堂の使い方について
・電話（避難者用）の撤去の段取りが進んでいる。
学校の管理上、問題があるため。公衆電話のある本館はシャッターをおろす。
・物干しは今週中に憩いの広場を中心に設置する。
・駐車場についてはフェンスとの間隔をあける必要があり、東側も非常に危険である。
・現在の避難者数＿―-約280人
・ゴミについては学校用と避難者用とに分ける。
・シャワー＿―-今月中に大阪ガスが手配をし、のち撤去。
・転出状況＿―-名簿確認に回らなければならない。その為、夜に行わなけれはならない。

4/24、28に3月末の仮設当選者の発表後転出があるかもわからない。又統
廃合の問題はわからない。
新しく来られる方については、門口さんにお願いしたい。
避難者の方々も仮設の下見に積極的である。

・医務室—-- 4月15日で終了。
・学習室＿―-進路指導室の上を使用する。
・健康状態—--N さん（会下山小学校へ）

Sさん（入院中）

第2回 (5.2) 

・避難者個別面談調査の実施への協力依頼について
避難者の数は200人をきっている。荷物だけを置いている人もいる。

・会議室の移動———和室へ
・食堂の利用はうまくいっている。
・保健所の保健婦のルートが明確でない。結果についての報告は受けていない。

第3回 (6.20) 

・現在の避難者数—--100人。月末には80人になる予定。 ぐ

・仮設住宅に80人 (30家族）が当たらず。 7月上旬に第5次募集受付。下旬に発表。
第5次は市外となる。 50代以上の高齢者が多く残る。
・名簿をコピーで受け取る。
・避薙場所を体育館へ集中させる件
現在、和室3人一ー→ 1人仮設住宅へ、 2人は体育館へ
会議室は今月中にあける。
和室の畳替え 3 1枚、 465000円
・学校の集合場所がない---小体育室、 11人はあけられるかどうか？
・冷風機とタオルケットの配給予定。
・大会議室をまずあける
・和室の整備＿―-一部畳を敷き直し、部活動が行えるようにする。
・体育館は暑くなるが、現状のままで止むをえない。徐々に減少するのではないか。
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・蚊、蠅、ダニが出てきつつある＿―-保健所に連絡をする。
・電話は避難所のある限り撤去しない。
・駐車場の整備———不法駐車あり。車番号を控えて警察に連絡すること。
・蛍光灯切れ＿―-対策本部で準備する。しかし体育館の水銀灯などは困難。
・電気が半日止まる予定。 (7/2 か 7/9の予定）

第4回 (7.3) 

•和室の畳替えについて
• 8月中には避難所解消の見通し。東灘区役所の避難所での対応の仕方は非常に懇切丁寧
であると聞くが、兵庫区役所の対応ははっきりしていない。 5次仮設の募集においても
一方的な依頼であり、避難者として納得できない事柄が多く、一貫性、持続性がない。
•本校としては区役所をあてしこできないが、生徒の活動を展開するには体育館をあけても
らいたい。
・体育館は38名となっており、下のホールに移動できないこともない。
・駐車場は縮小できるのではないか（プレJヽ プ南側）
•学校だけでなく、区役所の方も会議に参加してもらってはどうか。

第5回 (7.27)ー--職員会議での報告事項

・現在の状況---3 0世帯79人 (7/19に30人が仮設に当選）
• 8/20までは食事供給がある。
• 8/21から避難所は待機場所と名称変更される。
・体育館明け渡しは8/20までは待っこととし、以降は学校の方針に従ってもらう。
•8/26、体育館明け渡し予定。 （男女バスケ、バレ一部に手伝ってもらう。）
和室は明日より使用可能。
・駐車場については7月29日に避難者の車を仮設校舎南に移動させる。教師の車は西門
にお願いしたい。
・終わりに避難者と生徒とのトラブルが一件もなく素晴らしい幕引きとしたい。

第6回(8.31) ---職員会議での報告事項

・現在の状況---小体育室9世帯
和室 1世帯 計21名

・グランド駐車は4台
・自炊場所---食堂の通路、洗面台を利用
・駐輪場に約20台、所有者不明のものがある。憩いの広場へ移動するので9/2より生
徒が従来通り利用できることになる。
・待機所には市職員2名、ガードマン 1名が交互に駐在する。
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多くの問題を抱えて新年度がスタートしました。体育館棟では多数の避難者が生活を続
けられており、入学式も摩耶兵庫高校の体育館をお借りして挙行しました。グランドには
仮設校舎が建てられ、生徒の学校生活も何かと不便な状況下で何とか一学期が終了しまし
た。この間、避難されている方々とも何度も話し合いがもたれました。

最後に、避難者対策委員会の中心となっていただいた西岡先生の「今後の避難所対策」

で締めくくりたいと思います。

今後の避難所対策
神港高等学校避難者対策委員会・西岡 幸平

阪神淡路大震災が発生してから半年が過ぎた。毛布にくるまって何とか寒さを凌いでい
たあの日から、蒸し暑くてべとべとする今日まで、季節もすいぶん移り変わった。そんな
半年間を神港高校に避難されている方々は、そして生徒達・教職員は、どのように過ごし
てきたのであろうか。
震災直後から、私が彼らに常に言い続けてきたのは、 「後をふり返るな。前だけを見て
進もう。」ということであった。家族を亡くした方、家や財産を失った方、さらに職場ま
でもなくしてしまった方———皆、大変厳しい現実にさらされている。しかし、いくら嘆き
悲しんでもそれらは元には戻らない。だから、後ろをふり返らず、前だけを見て進まなけ
れば、何も始まらないのである。
同じ被災者でも、自宅や仮設住宅の住人に比べ、避難所で暮らさねばならない人々の状
況は、はるかに苛酷であることは言うまでもない。劣悪な環墳や慣れない人間関係などで
相当強い心理的ストレスがたまっている。その上、失業率が高く、生活状態も悪化してい
る。このような避難者に対し、学校側が何をしなければならないのか。
神港高校では、体育館棟の大フロア、小体育室、大会議室、和室を避難者の居住場所に
充ててきた。震災直後は約600人だった避難者の数も、半年後の現在では30家族79
人にまで減った。この間、我々は「環墳改善」を常々念頭に置いて避難者に対応してきた
つもりである。避難者の代表、ボランティア、行政等と連絡をとり合い、限られた設備の
中で少しでも快適な生活を模索してきた。以下に述べるのは、その実践例である。

1．全世帯に畳を敷くことにより、防寒と住み心地良さを追求。
2.断熱材で各世帯を仕切ることで、少しでもプライバシーが確保できるように努めた。
3.偏りがちな食生活を改善するための炊き出しを頻繁に行った。
4．入浴とまではいかなくても、移動シャワー車を一定期間駐在させ、衛生面にも配慮。
5.物干し場所の新設。
6.グランドの駐車スペースを整理して、避難者の駐車を確保。
7.自誓団を作り夜の見回りを行い、少しでも安心できる生活を送ってもらえるよう努め
た。 等々—ーー 。

果たしてこの夏、市から提供された50台の扇風機で暑さに対する環境改善はなされる
ものか。猛暑による病気や食べ物の腐敗等にどう対処していけばよいか。さらに検討を要
するであろう。
次に、生徒の側に目を移してみると、彼らもまた全員が被災者なのである。教育を受け
る場でもある学校が被災し、 （プール全壊、中館半壊）体育館や運動場は使えず、震災前
よりは、はるかに劣悪な環境で学校生活を送らねばならなくなった。特に、運動部の生徒
達は練習場を求めてジプシーのように転々とし、交通費等の負担もかなりのものであった
そのため意に反して退部せざるをえない生徒も出てきた。生徒達もまた、多大な心理的ス
トレスを被ってきたのである。
しかし、このような状況にあっても、避難者と生徒達の間には、この半年トラプルは一
切起きていない。これは注目すべき点である。つらい思いをしている者どうしの思いやり
お互いに一歩譲り合う気持ちが、避難者と生徒をうまく共生させたのではないだろうか。
具体的には次のような事例がある。
まず、学校食堂の利用であるが、限られたスベースで、避難者、生徒、教職員がそれぞ
れの時問帯を決め、混雑することなくお互いに気持ちよく利用している。
また、仮設校舎が建って半分以下になったグランドでは、体育授業等で生徒が利用して
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いる時間帯は、避難者の車の出入りは一切しないというルールを避難者の皆さん自らが作
ってくれた。
そんな中で私が一番印象に残っている出来事は、 2月末の卒業式であった。式を挙行す
るはずの大フロアには当時避難者、約 150人が生活していた。しかし、卒業生諸君に対
し、神港高校以外の場所で卒業式を行うのは忍ひ難い。 3年間慣れ親しんできた母校から
巣立たせてやりたい。さてどうするか。教職員の間でいろいろ議論した結果、大フロアか
ら教室棟へ移動してもらうことにした。移動は手間ではあるが、これからどの位続くかわ
からない避難所生活を考えると、震災直後からの乱雑とした住み方よりは、きちんと各所
帯を区切り、寒さに備えたほうが、避難者にもよいのではないかと考えたのである。数回
にわたり説明を行い、賛同を得、何とか本校で卒業式を挙行することができた。避難者の
移動に際しては、教職員と生徒が入念に聞き取り調査を行い、移動時の手伝いも行った。
このような誠意が避難者に伝わったのか、皆さん、快く応じて下さった。
また、避難者の中にも、生徒達に申し訳ない、神港高校でお世話になって有り難いと思
って下さる方が大勢おられ、そういう気持ちが生徒や教職員にひしひしと伝わってくるの
である。学校内の清掃はその顕著たるもので、現在校舎は震災前より美しい。
震災は大きな爪痕を残したが、その一方で生徒達若い世代には学ぶことも多かったよう
である。マイナス面ばかり強調するのではなく、こういったプラスの面も大切に育ててい
くことが我々の責務であると思う。
今後、学校が地域の避難所としての役割を果たすために、何をしておかなければならな
いか、私の意見を述べておく。
これまでにあまりに備えが少なかったことを反省し、少なくとも断熱材、畳等最低限居
住に必要な物資を恒久的に確保すること。勿io、各関係機関との連絡を密にしながら。こ
れにはかなりの収納スペースを要するであろっが、学校の敷地内であれば工夫次第で何と
か作り出せるはずである。また、年に一、二回虫干しを兼ねて、備蓄物資の点検を行い、
防災の意識を喚起する。いざ大災害という時の教職員の動き方を徹底し、地域住民の代表
者や各関係機関とも常に連携できる体制を確保しておく。これらのことが非常に肝要かと
思われる。
最後に、避難者、生徒、教職員がこの半年間うまく共生できたのは、ひとえに、神造高
校教職員が一致団結し努力してきた成果に他ならない。この成果を後世に伝えることか、
我々のこれからの務めではないかと考えている。
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同窓会報より

． 
-----------・--・-------------・・・・-------・-・-・・-・・・・------------------------------------------------書神戸市長

岡山宰俊様 神戸市立神港高等学校

同窓会長柄谷迅一

神港商等学校の復興についての要請

この段の大匹災による神戸iiiの復1日・復興と激務をこなされておられますことに対し、敬意を表します

とともにご苦労の大きさを拝察致すところでございます。

また、高等学校に対しましても格別のご配感を賜っておりますことを感謝致すところでございます。

さて、 90年の歴史を跨り、各界に多くの人材を輩出してきた、わが神港高等学校でございますが、甚大

なる被害を蒙りま．した。復1Bにつきましては、教育委員会のご配磋で進めていただいております。

しかし、 IUなる復18では、宮々と築いてまいりました輝ける神港高等学校の存在は薄れてまいります。

少子化祓少は拭うぺくもなく、学級汲は目前に迫っております。近隣の県立高等学校（兵匝高等学校、

砂野台高等学校）もそれに備えて魅力ある学校づくりとして新築いたしました。

この様に諸般の状況から勘案いたしましても、わが神港高等学校も安閑としてはおられません。県立高

了学校に比して遜色のない総合高等学校の構築を検討いたしております。どうかすばらしい市立高等学校

を実現させるぺくご努力を賜りますようお熙い申し上げます。

兵爪区内に開放型校含とする総合高校化椛想

］．規模並びに所在地 50,000平方メートル 兵沌区市街地の交通至使の場所

2.兵叩区内を選ぶ理由

神迷高等学校は7割の生徒が兵即区、長田区からの通学て他地区への移転は考えられない。

3.学校規校

(I) 学級数 8~10クラス程度（部活動等活気ある学校とするためには）

(21 教百内容 新しいタイプの高等学校 普通科系 ・商業科系を枯本にした多柿な学科を設置する。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・鼻・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・-・・・・・・・・・・・・ 
： 兵店区内に開放型校舎とする総合高校化構想の実現に関する要請（案） ： 
90年の歴史を誇る母校神戸市立神迷高等学校は阪神大震災により甚大なる被害を受けました。

その復1日に当たって、単なる復18にととまらず、これを契機として魅力ある学校つ＇くが緊要の課迎と考

える。

よって、別紙「神迷店等学校の復判についての要請Jについて、也山幸俊神戸市長にその実視を総会の
総意として求める。

以上決蟻する。 平成7年7月22日

平成7年度神戸市立神港高等学校同窓会総会'........................ -... -. -............ -.... -... -.... :..... : ~...... : :... -=... ~....... -........... ! 
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中舵の液害状況 (I月末）
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平 成 7
 
年

非常連絡
兵庫消防署
兵庫笞察署
兵庫区役所
総合望偏保応

度 阪5 39乏

0 1 1 9 （本庁第3庁舎2,昔）
512-0119 
570-0110（短縮
511-2111 （短縮
331-4421 （短縮
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糸U 糸哉 式
神戸市立神港而等学校

本校舎 579-2000 
栄寮 994-0084（短縮 60 0) 
学校長 621-1500（山田校長）
: ・防火管理者・・．．．．．．．．．

：教頭 59 1 -7 2 2 2 Ct夏 9女頭）
！事務長 0794-92-2017（大西事務長）
亀．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

第 1分 9蒙長

前

長

歎

長

校

務

ほ

学

副

事

田
長
山

西
長
大

総括
教頭榎—
（防火管理者）

第 2 分［及長

入

｛連絡通報1,/I［塁悶認通報、全校生従へ出火の通報と避魏放送、近は世帯への

；班長大西（防火管理者）
田 ・ 貸•安田・（谷ロム）・杉浦・西村

搬

江一C

出 班［非常持ち出しの品の齢出］
···••·········•···•······················· 

正 (592-6399)i 
.、

長 中島
村上・杉岡・住井・ 1夏本・内藤・奥畑・瀧波・白崎・須谷
山本マ・西村セ・藤 ・北野

....................ー・..

一荘難誘導班［生徒苔罷誘導］

左古田
（木下）・濱本・山本・谷ロモ・神野・江釈・友村・大野
験馬・尾崎・蔵本
冨浦・（河田） •鈴木・橋木•藤岡•本庄•松本・大山・
松田・尾仲・中野
古溝・（白石） •島本・喜田•松尾・秋山・山野・濱/II•
西山・清水・谷垣

一避難者への対応［避難者への誘導等］
...................... 

西岡 ； 

河田・谷ロム・木下・白石

班 長

消 火 班［消火作業］
.........●.........● ~會~ ~ ・雪・` ~ ・ ・ ・ ~ ● ▲ ・ ・ ・ ・ ~ ~ ~ ・ ・ ・ ~ ~ ▼ ~ ・ ~ ・ ・ • ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ • ・ • ・ ~ ・ • ~ ~ ~..~ • • • • i 

山下・（西岡）・各務 (784-2172) ' 

第 3 分ぽ長

小 I‘・

偏

, ｝JI 

護 班［負傷者の救護］

班［各班の援助・連絡）

長藤原
小村・馬場

一連

「こちらは、兵慮区会下山IllJ3丁目の市立神港高等学校てす。う、＊校含0)＊階の＊が燃えています。消火をお願いし/□絡 文 案
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神戸市立神港面等学校
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叫び謹餅＼〇支｝罰肱憎人名及び翅内容（順不同） NO. 1 

支援団体名 人数 支援内容 住 所 電 話

1 代々木7ニメー泊冴郊完 見舞い 151東京都渋谷区代々木1-57-3

2 情報処理開発協会 見舞い 540大阪市中央区天満橋京町2-6

3 神戸経理3ンビl.ータ学院 見舞い 650中央区琴ノ緒町5-7-1

4 大阪青山短期大学 見舞い 562大阪府箕面市新稲2丁目11-1 

5 條りーク入テー沿ン 見舞い 530大阪市北区南森町2-2-10煉聞靴／f5F

6 榊福武書店大阪支社 見舞い 532大阪市淀川区西中島5-5-15

7 （株）ネオス 見舞い 650中央区加納町6丁目2-1

8 学習研究社 見舞い 145東京都太田区上池台4-40-5

9 日本電気卸神戸支店 見舞い 650中央区東町126番地樟戸シルクセンターヒ＇訥

10 教研出版（悧関西本社 見舞い 604京都市中京区烏丸丸太町西入ル

11 吉本旭汎（陳院代表） 部舌動資金 331埼玉県大宮市日進町 3-767-10 048-663-6134 

12 山口青年会議所 1 5 炊出し（とんじる、麒） 2回 753山口市中市町1-10釦配会斯3F 0839-22-7646 

13 （株碍勒の里 3 ガスこんろ等 720-04 広島県沼隈郡沼隈町大字中山南25 0849-88-0001 

14 竹本稔 l カイ n• ティッシュベーパーなど 675-01 加古郡播磨町野添3-126-2

15 熊谷組東京支店 5 校地・校舎の点検・診断 162 東京都新宿区揚場町2-14

16 三木市婦人会 8 炊出し (5回、 1/18夕他） 1月～3月

17 田島燃料闘麒甜新 1 風呂ー式（おけ・釜・ガスボンベ） 350-13 埼玉県狭山市入間川1-16-30

18 侑脂ぞの 陳臣柾司 1 5 炊出し（ぜんざいなど） 634 奈良県橿原市久米町33-1

19 木ノ実保育園 1 0 炊出し・下着類 577 東大阪市岸田堂西1-6-37

20 香川青年会議所 1 2 炊出し（薗岐うどん） 761 香川県高松市

21 日赤（棘大森支部） 5~12 医療(2/24)1日間

22 日赤（福岡支部） 5~12 疇 (2/4,7, 15~17) 5Brdり

23 日赤（長崎支部） 5~12 医療(2/8~10)3日間

24 日赤（山口支部） 5~12 医療(3/9~12)4日間

人薮は1日当りの数を示す
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（神港高校） NO. 2 

支援団体名 人数 支援内容 住 所 電 話

25 日赤（岡山支部） が12 藷(1/25... 2/2、3/1"'4)138目

26 日赤（島根支部） 5~12 医療(1/24)1日間

27 日赤（広島支部） 5~12 医療 (2/3、 3/13~15) 4鳴

28 日赤（大分支部） 5~12 医療(2/6)1日間

29 日赤（沖縄支部） 5~12 医療(2/18~23) 6日間

30 日赤（熊本支部） 5~12 医療(2/5、11~14)5日間

31 日赤（胴浜松支部） 5~12 医療(2/25~28) 4日間

32 日赤（高知支部） 5~12 医療(3/5~8) 4日間

33 神戸西市民病院 2~ 4 謹（碩1/2H/29蒻3/16)

34 神戸市医師会 薩(3/25~29火杜14H膝）

35 兵暉区医師会 医療(3/14~16)3日間

36 東京都保健所保健婦 2 躙・顧牒、謹(2/1~3/29)

37 京都大医療班 医療(1/20~23)4日間

38 神戸市柔道接骨医 3 打撲・骨折・捻挫治療（3月）

39 神戸市鍼灸師 5 肩こり等治療 (3回）

40 神戸大医霜（闘匿） 、心のけケアー

41 河合医院（校医） カ析・医薬品・聴診器提供 652 兵庫区下沢通

42 PL教団尼崎支部 5 石油スト-110台寄贈・炊出し 660 尼崎市東難波町

43 小藤末子一行 1 5 マ9サージ (3/1~7/13) 651-11 北区鈴蘭台

44 ゆうゆうの里 一同 樟サーヒ’ス（2/H/28)、拙し 2/21うどんぜんざい北区鳴子

45 連合兵庫 1 0 入浴サーピス(3回）

46 大阪ガス 2 シャり一車サーピス（3/20~4/15) 2人X25日

47 福崎罰、川崎扉、横浜前 給水車 (~3月9日）

48 吉田勝恵商店 補聴器無料貸出 652 兵庫区下沢通

人数は 1日当りの数を示す
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（神港高校） NO. 3 

支援団体名 人数 支援内容 住 所 弓9-t!. 話

49 津村富代 1 0 炊出し (5回） （くらしを見な8すセミナー）限

50 山本リンダ 5 歌

51 新潟民謡愛好会 20 民謡・踊り (5/7(8))

52 みどり病院 1 0 炊出し 651-21 西区枝吉1-16 （中田雅久） 928-1700 

53 PL教団鯖江支部 30 炊出し（にぎり、シチ吋 916 福井県鯖江市系L町40-18（預卿） 0778-52-1696 

54 NHK テレピ2台、 うジオ4台（貸与

55 毎日放送 文字放送テレ[1台（貸与）

56 加卜吉 1 0 炊出し（さぬきうどん

57 理研 1 0 栄養剤

58 県力りンセりング協会 3 、心のケアー

59 三菱電機労組（諭』） 炊出し（プタ汁500A.2/24) 

60 北研西日本為舅業所 1 0 炊出し

61 三木青年会議所 入浴サーじス(FF/¥'_, /¥'ス）

62 大阪屋 4 炊出し（お好焼2/12(8))

63 大河内町怯副醤会 炊出し（とん汁、 3/10.4/5QJ2月） 679-31 袢崎郡大河内町寺前140-3(lffl) 079Q-34r 1088 

64 美方青年会議所 炊出し (3/14、2/12)、諒腑 669-68 美方郡温泉町七釜107-1（罰翡） 0796-82-4784 

65 中井秀夫 2 理髪2回(2/20、21) 422 静岡市見瀬37-5（カットサDンスクー） 054-286-2932 

66 土屋収 2 理髪2回(2/20、21) 420 静岡市安西4丁目102（理容0土屋） 054-253-5730 

67 兵庫信用金庫 6 炊出し（たい焼） 670 姫路市北条口3丁目27（随臨財帳） 0792-82-1255 

68 湊川伝導館 20 炊出し 652 兵庫区

69 腑東海屋 炊出し（さつまあげ） 761-01 香川県高松市屋島東町1121-1 0878-44-1112 

70 神戸外大学生 炊出し（コーヒー）

71 ネッスル日本 4 衣類・食料等（バン2紛） 2回 650 中央区御幸通7-1-16 251-6161 

人敷は1日当りの敷を示す
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（神港高校） NO. 4 

支援団体名 人娑女 支援内容 住 所 鼈 話

72 西下文盛（自由業） ポランティア 213 川崎市高津区梶が谷3-2-19

73 田中昭夫 ボランティア 610-01 京都府城陽市寺田大谷26-57

74 小林英憲 ポランティア 270-11 千葉県我孫子市新木3088-26

75 赤津悦夫（自営業） ボランティア (1/18~) 177 東京都練馬区石神井台7-22-37

76 澤田智子（主婦） ボランティア 651-21 西区学園西町5-8-1、522-102

77 宮永 文 ポランティア 675 加古川市加古川町篠原町4-87-7

78 宮永由佳 ポランティア 同上

79 柴崎幸次 ポランティア 562 大阪府箕面市新稲7-2-11

80 4遁田治良（会韻） ボランティア 615 京都市右京区西京極改騰1-7-202

81 大石正彦（会社員） ボランティア 651-22 西区美賀多台1-8-201

82 滝沢清次 ポランティア 251 神奈川県藤沢市藤沢1-3-10

83 浜口典子 ボランティア 151 東京都渋谷区笹塚1-48-19-1104

84 井澤伸太（学生） ポランティア 673 明石市朝霧北町1120-23

85 宮本芳行（元教員） ポランティア 173 東京都板橋区仲宿29-3

86 読売新聞社 1 0 法律相談

87 お菓子の絹笠 1 食料品(3/14) 655 垂水区舞子台8-2-7

88 金田栄二 励ましの手紙 960 福島市大明神4-3-505

89 葛西久枝 励ましの手紙 073 北海道滝川市有明町4-2-3-402

90 岡野かおり 励ましの手紙 School of Asian Studies、
La Trobe University、 Melbourne, 
Bundoora、Victoria、Australia3083 

91 Sizuko Tomoda 義援金 Modem Languages Department 
（友田静子） Central Conneticut State University 

1615 Stanley Street 
励ましの手紙300通超 New Britain、 CT 06050 U.S.A 

8 FAX 203-832-3033 

Mrs, Kanako Buck Simsbury High School 34 Fanns Village Road Simsbury、CT 06070 

Mrs.Mary L.vons Hartford Public High School 55 Forest Street Hartford CT 06106 

注1)人数は 1日当りの数を示す
注2)地震当初の混乱のため上記の表に記載されてない支援者があります。慎んでお詫ぴいたします。なお、本校生徒
ボランティアは省略しています。
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